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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャットシステムにおいてチャットグループを提供する方法であって、複数のユーザデ
バイスの複数のユーザは、前記チャットグループにおいて互いに通信することが可能であ
り、各ユーザデバイスは、通信経路によって番組配信設備に接続されており、
　前記方法は、
　前記ユーザデバイスに表示される番組を複数の通信経路のそれぞれを介して前記番組配
信設備に提供することと、
　前記番組に関連する現在利用可能な複数のチャットグループのリスト項目を見る機会を
前記ユーザデバイスのユーザに提供し、前記リスト項目の中から前記複数のチャットグル
ープのうちの１つを選択する機会を前記ユーザに提供することにより、前記複数のチャッ
トグループのうちの前記選択された１つに参加する機会を前記ユーザに提供することであ
って、前記リスト項目は、遠隔格納デバイスから送信される、ことと、
　前記チャットグループの前記複数のユーザのそれぞれのユーザデバイス間でリアルタイ
ム通信を配信することによって、前記ユーザが参加している前記チャットグループを前記
複数の通信経路を介してリアルタイムにサポートすることと
　を含む、方法。
【請求項２】
　他のユーザのうちの少なくとも１人からのチャットリクエストであって、前記ユーザが
前記チャットグループに参加することを希望するか否かを尋ねるチャットリクエストをブ
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ロックする機会を前記ユーザに提供することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　他のユーザのうちの少なくとも１人からのチャットリクエストであって、前記ユーザが
前記チャットグループに参加することを希望するか否かを尋ねるチャットリクエストを許
可するのみの機会を前記ユーザに提供することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記チャットグループをサポートすることは、複数の異なる番組配信設備に接続された
前記複数のユーザデバイスの複数のユーザ間でリアルタイム通信を配信することをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　チャットセッションを記録する機会を前記ユーザに提供することをさらに含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　チャットシステムにおいてチャットグループを提供するシステムであって、複数のユー
ザデバイスの複数のユーザは、前記チャットグループにおいて互いに通信することが可能
であり、各ユーザデバイスは、通信経路によって番組配信設備に接続されており、
　前記システムは、
　前記ユーザデバイスに表示される番組を複数の通信経路のそれぞれを介して前記番組配
信設備に提供する手段と、
　前記番組に関連する現在利用可能な複数のチャットグループのリスト項目を見る機会を
前記ユーザデバイスのユーザに提供し、前記リスト項目の中から前記複数のチャットグル
ープのうちの１つを選択する機会を前記ユーザに提供することにより、前記複数のチャッ
トグループのうちの前記選択された１つに参加する機会を前記ユーザに提供する手段であ
って、前記リスト項目は、遠隔格納デバイスから送信される、手段と、
　前記チャットグループの前記複数のユーザのそれぞれのユーザデバイス間でリアルタイ
ム通信を配信することによって、前記ユーザが参加している前記チャットグループを前記
複数の通信経路を介してリアルタイムにサポートする手段と
　を含む、システム。
【請求項７】
　他のユーザのうちの少なくとも１人からのチャットリクエストであって、前記ユーザが
前記チャットグループに参加することを希望するか否かを尋ねるチャットリクエストをブ
ロックする機会を前記ユーザに提供する手段をさらに含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　他のユーザのうちの少なくとも１人からのチャットリクエストであって、前記ユーザが
前記チャットグループに参加することを希望するか否かを尋ねるチャットリクエストを許
可するのみの機会を前記ユーザに提供する手段をさらに含む、請求項６に記載のシステム
。
【請求項９】
　前記チャットグループをサポートする手段は、複数の異なる番組配信設備に接続された
前記複数のユーザデバイスの複数のユーザ間でリアルタイム通信を配信する手段をさらに
含む、請求項６に記載のシステム。
【請求項１０】
　チャットセッションを記録する機会を前記ユーザに提供する手段をさらに含む、請求項
６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　（発明の背景）
　本発明はテレビチャットシステムに関し、より詳細には双方向テレビ番組ガイドを含み
得るテレビ環境でのチャット通信を支援する技術に関する。



(3) JP 6388618 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　インターネットが好評である局面は、オンラインチャットサービスに関する。このよう
なサービスのユーザは、任意の様々なトピックスを議論するためにチャットグループに参
加することができる。チャットの参加者は、互いにインターネットを介してリンクされる
。チャットの参加者は、他の参加者が自身のコンピュータを用いてコメントをタイプする
と、リアルタイムで他の参加者のコメントを見ることができる。
【０００３】
　テレビ番組がチャットグループにおいて議論されることが多い。しかし、概して、従来
のチャットサービスのユーザが、テレビ番組についてのチャットに参加しながらその番組
を容易に視聴することができる方法は存在しない。ユーザは、ユーザのパーソナルコンピ
ュータがある部屋と同じ部屋にテレビを配置してもよいが、このような構成では視聴しに
くくなる。さらに多くの家族が居間にテレビを配置しているが、居間に自身のコンピュー
タを配置するのには気が進まない。
【０００４】
　パーソナルコンピュータには、テレビ信号がコンピュータのモニタ上に表示され得るチ
ューナカードを提供され得るが、多くのテレビ視聴者は、従来のテレビ上でテレビを視聴
することを好む。テレビは概して、コンピュータのモニタよりも大きな視聴領域を提供す
るので、コンピュータのモニタの場合のように、ユーザはテレビ画面の近くに座る必要が
ない。テレビはまた、典型的に、コンピュータが典型的に配置される場所よりも、よりテ
レビを見るのに適切な家の中の部屋に配置される。
【０００５】
　インターネットの局面とテレビ視聴経験とを一体化しようとするシステムは、Ｃａｌｉ
ｆｏｒｎｉａのＰａｌｏ　ＡｌｔｏのＷｅｂＴＶ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ，Ｉｎｃから入手可
能である。ＷｅｂＴＶシステムによりテレビ視聴者が、視聴者のテレビセットに接続され
た、受信器を有するＷｅｂＴＶを介してインターネットにアクセスすることを可能にする
。受信器を有するＷｅｂＴＶは、標準電話回線を通じてウェブに基づくＷｅｂＴＶ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋにユーザのテレビを接続することによって、ユーザがユーザのテレビ上でワー
ルドワイドウェブをサーフすることを可能にする。ＷｅｂＴＶシステムによりユーザは、
テレビ番組リスト項目、およびその番組リスト項目内に現れるテレビ番組に関連するウェ
ブサイトを見ることを可能にする。
【０００６】
　ＷｅｂＴＶシステムはまた、ユーザがテレビ番組に関連するウェブサイトにアクセスす
ることを可能にするＴＶクロスオーバーリンクを提供する。受信器を有するＷｅｂＴＶは
、ウェブリンク（すなわち、ユニバーサルリソースロケータ（ＵＲＬ））のようなデータ
を検出する。このデータは映像放送内に組み込まれ、ユーザのテレビ画面上のＴＶクロス
オーバーリンクウォーターマークでユーザに通知する。ＴＶクロスオーバーリンクによっ
てユーザは、インターネットを介してユーザが見ているテレビ番組に関連するウェブサイ
トへリンクできる。ＷｅｂＰＩＰピクチャ・イン・ピクチャ機能によって、ユーザは、そ
のウェブサイトとテレビ番組とを同時に視聴することができる。ウェブサイトがチャット
機能を支援している場合、ユーザはテレビ番組を見ながらインターネットを介してオンラ
インチャットに参加することができる。しかし、この種のウェブに基づくチャットの参加
者がユーザと同じテレビ番組を見ているということを保証するＷｅｂＴＶシステムはない
。従って、チャットの参加者全てが同じテレビ番組を積極的に視聴している場合に比べて
、チャットへの集中が大きく減ることになる。
【０００７】
　特定のテレビ番組の間、ＭＴＶテレビチャンネルは、現在のＭＴＶテレビ番組の上にス
クロールチャットメッセージオーバーレイを表示する。ユーザは、インターネットを介し
て表示されているチャットにリンクすることができるが、ユーザのパーソナルコンピュー
タと同じ部屋にユーザのテレビセットを置いているユーザのみしか、チャットに参加でき
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ない。さらに、テレビ番組の視聴者すべては、参加に興味がない場合でさえ、そのチャッ
トを見なければならない。そのシステムは、１つのチャットグループにしか対応できない
ので、チャットをしたいと望む視聴者が数人以上である場合には、興味のある特定のチャ
ット話題を続けるのは困難または不可能であり得る。
【０００８】
　セットトップボックスで実現される双方向テレビ番組ガイドは、ユーザがユーザのテレ
ビ上でテレビ番組リスト項目を視聴することを可能にする。このような番組ガイドにより
、ユーザは異なる表示フォーマットでテレビ番組リスト項目を視聴し、様々な他の機能を
実行できる。例えば、ユーザは、番組ガイドに現在の番組リスト項目をチャンネル順のグ
リッドにして表示するように指示することができる。ユーザはまた、番組ガイドを用いて
所望の番組編成カテゴリ（例えば、スポーツ、映画、ニュース等）内の番組を検索できる
。所望であれば、番組ガイドを用いて、ペイパービュー番組編成を注文できる。しかし双
方向番組ガイドは、チャットに関する機能を提供できなかった。
【０００９】
　従って、以前から公知のシステムでは、一般にテレビ視聴者にインターネットのみに依
存することなく他のテレビ視聴者とリアルタイムのチャット通信に参加する機会を提供し
ない。また以前から公知のシステムでは、テレビ視聴者にテレビ番組またはテレビチャン
ネルの他の視聴者のみからなるチャットグループに参加する機会を提供しない。以前から
公知の双方向テレビ番組ガイドは、チャット機能を支援しない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　　（発明の要旨）
　本発明の目的は、チャット接続を形成するためにインターネットのみに依存せず、かつ
テレビ番組またはテレビチャンネルを見ているユーザが互いにリアルタイムチャット通信
に参加することを可能にするテレビチャットシステムを提供することである。
【００１１】
　本発明の目的はまた、チャットを支援する双方向テレビ番組ガイドシステムを提供する
ことである。
【００１２】
　本発明のこれらおよび他の目的は、本発明の原理に従って、テレビ視聴者が、テレビを
見ながら他のテレビ視聴者を含むチャットグループにおける、リアルタイム通信に参加す
ることができるテレビチャットシステムを提供することによって達成される。テレビチャ
ットシステムのユーザは、現在同じテレビ番組またはテレビチャンネルを見ている他のユ
ーザとのリアルタイムの通信に参加できる。
【００１３】
　そのシステムにより、チャットグループでのリアルタイム通信が、サーバを介してユー
ザテレビ機器デバイスの前にいるユーザ間で伝送され得る。例えば、サーバを備えたケー
ブルシステムヘッドエンドは、テレビ信号をも搬送する同軸ケーブルまたは他のこのよう
な通信経路を介してこのような通信を伝送することができる。従って、そのシステムによ
り、チャット通信の伝送用のテレビ信号放送チャンネルを搬送する経路と別のさらなる通
信経路の必要性をなくすことができる。
【００１４】
　本発明のテレビチャットシステムにより、ユーザは、ユーザが興味を持ち得るテレビ番
組、テレビチャンネル、または番組のカテゴリに関連するチャットグループに参加するこ
とができる。リアルタイム通信は、テキストメッセージ、音声通信、または映像通信であ
り得る。
【００１５】
　テレビチャットシステムはまた、ユーザがチャットリクエストを送信して、他のユーザ
がテレビ番組またはテレビチャンネルに関連するチャットグループに入ることを要求する
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ことを可能にする。チャットリクエストは、受信者のテレビ画面に自動的に表示され得る
か、または受信者のリクエスト時にアクセスされ得る。そのシステムはまた、テレビ視聴
者が参加を許可されたチャットグループをユーザが設立することを可能にする。
【００１６】
　テレビチャットシステムは、セットトップボックス上で実現される双方向テレビ番組ガ
イドに基づき得る。所望であれば、そのシステムは、衛星受信器、最新式テレビ受信器（
例えば、高品位テレビ、すなわちＨＤＴＶ受信器）、セットトップボックス回路と一体化
したテレビ等の他の適切なユーザテレビ機器上で実現され得る。
【００１７】
　本発明のさらなる特徴、その性質、および様々な利点は、添付の図面および以下の好適
な実施形態の詳細な説明からより明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明によるテレビチャットシステムの図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、本発明によるワイアレスキーボードに基づいたユーザインターフェ
ースを有するユーザテレビ機器の図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、本発明によるテレビ画面キーボードユーザインターフェースの図で
ある。
【図１Ｄ】図１Ｄは、本発明による標準メッセージまたは単語のリストを含む例示的な表
示画面の図である。
【図２Ａ】図２Ａは、本発明による、複数のテレビ配信設備が通信ネットワークを介して
接続され得る様態を示すシステム図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、本発明による、複数のユーザテレビ機器デバイスが、近隣ネットワ
ークを介してテレビ配信設備および別のサーバに接続され得る様態を示すシステム図であ
る。
【図３】図３は、本発明による、複数のテレビ配信設備がテレビチャンネルチャット設備
を介して接続されるシステム構成の図である。
【図４】図４は、本発明による、家族のユーザプロフィール情報を入力するための例示的
な表示画面の図である。
【図５】図５は、本発明による、ユーザがユーザプロフィールを選択できる例示的な表示
画面の図である。
【図６】図６は、本発明による、家族以外のユーザ情報を入力するための例示的な表示画
面の図である。
【図７】図７は、本発明による、家族以外のユーザの例示的な番組ガイドアドレスブック
の図である。
【図８】図８は、本発明によるユーザ識別情報を作成することに関する工程を示すフロー
チャートである。
【図９】図９は、本発明による、テレビ番組の映像およびその番組に関連するチャットグ
ループ表示領域を含む例示的な表示画面の図である。
【図１０】図１０は、本発明による、リアルタイム音声チャット通信のユーザテレビ機器
への伝送のための例示的なシステムの図である。
【図１１】図１１は、本発明による、チャットグループの参加者の映像画像を表示する例
示的なテレビ表示画面の図である。
【図１２】図１２は、本発明による、映像チャット画像の伝送のための例示的なシステム
の図である。
【図１３】図１３は、本発明による、ユーザにチャットグループへ参加することを可能に
させる例示的な表示画面の図である。
【図１４】図１４は、本発明による、ユーザにチャットグループオプションを選択するこ
とを可能にさせる例示的な表示画面の図である。
【図１５Ａ】図１５Ａは、本発明による、ユーザに現在のテレビ番組に関連するチャット
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グループオプションを選択することを可能にさせる例示的な表示画面の図である。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、本発明による、参加、記録、またはリマインダを設定するため
のリストから予定されたチャットグループをユーザが選択することができる例示的な双方
向テレビ番組ガイド表示画面の図である。
【図１６】図１６は、本発明による、テレビ番組とともに複数のチャットグループを含む
例示的な表示画面の図である。
【図１７】図１７は、本発明による、ユーザに現在のテレビ番組に関連するチャットグル
ープに入ることを可能にさせる例示的な表示画面の図である。
【図１８Ａ】図１８Ａは、本発明による、チャットグループに参加する機会をユーザに提
供するためのアプローチに関わる工程を示すフローチャートである。
【図１８Ｂ】図１８Ｂは、本発明による、ユーザに他のユーザテレビ機器デバイスにおけ
るユーザ間でチャットグループに参加する機会を提供するためのアプローチに関わる工程
を示すフローチャートである。
【図１８Ｃ】図１８Ｃは、本発明による、テレビ番組を見ているユーザに、そのテレビ番
組を見ているユーザ間のみのチャットグループに参加する機会を提供するためのアプロー
チに関わる工程を示すフローチャートである。
【図１９】図１９は、本発明による、ユーザがチャットリクエストを他のユーザに送信す
ることを可能にする例示的な表示画面の図である。
【図２０】図２０は、本発明による、チャットリクエストを表示するための例示的な表示
画面の図である。
【図２１】図２１は、本発明による、チャットリクエストを表示し、ユーザにチャットグ
ループに参加することおよび／または関連するチャンネルに合わせることを可能にするた
めの例示的な表示画面の図である。
【図２２】図２２は、本発明による、チャットリクエストを配信し、該当ユーザおよび他
のユーザとを含むチャットグループを支援するためのアプローチに関わる工程を示すフロ
ーチャートである。
【図２３】図２３は、本発明による、該当ユーザおよび他のユーザとを含むチャットグル
ープを設立するためのアプローチに関わる工程を示すフローチャートである。
【図２４】図２４は、本発明による、チャットリクエストに応答して、ユーザをチャット
グループに参加させるためのアプローチに関わる工程を示すフローチャートである。
【図２５】図２５は、本発明による、チャットグループ内のチャットメッセージおよびチ
ャットリクエストを送受信するための例示的な双方向表示リモコンデバイスの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　　（好適な実施形態の詳細な説明）
　本発明による例示的なテレビチャットシステム１０を図１Ａに示す。主設備１２は、テ
レビ番組ガイドリスト項目データ、ペイパービュー注文情報等の番組ガイド情報を格納す
る番組ガイドデータベース１４を含み得る。所望であれば、データベース１４によりシス
テム１０は、双方向テレビ番組ガイドを支援することができる。本発明のテレビチャット
機能は、番組ガイドを用いることなくテレビチャットシステムを用いて提供され得るが、
本発明の特定の局面は、特定および明確さのために双方向テレビ番組ガイドシステム構成
に関連して主に記載される。データベース１４からの情報は、通信リンク１８を介してテ
レビ配信設備１６に伝送され得る。リンク１８は、衛星リンク、電話ネットワークリンク
、光ファイバリンク、ケーブルリンク、マイクロ波リンク、このようなリンクの組合せ、
または任意の他の適切な通信経路であり得る。
【００２０】
　テレビ配信設備１６は、ケーブルシステムヘッドエンド、放送配信設備、または衛星テ
レビ配信設備のようなユーザへテレビ信号を配信するための設備である。図面が過度に複
雑になるのを避けるため、図１Ａには１つのテレビ配信設備１６しか示していない。しか
しながら、一般に、主設備１２は、複数のテレビ配信設備に情報を配信する。
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【００２１】
　主設備１２によってテレビ配信設備１６に伝送される番組ガイド情報は、番組の時間、
チャンネル、タイトル、説明等のテレビ番組リスト項目データを含む。主設備１２から伝
送される情報はまた、特定のテレビ番組または特定のテレビチャンネルで利用可能なチャ
ットグループについての情報を含み得る。
【００２２】
　所望であれば、いくらかの番組ガイドデータおよび他の情報を主設備１２以外の設備に
あるデータソースを用いて提供してもよい。例えば、利用可能な番組特定チャットグルー
プに関連するデータは、テレビチャンネルチャット設備または主設備１２およびテレビ配
信設備１６とは別の他の設備によって提供され得る。
【００２３】
　テレビ配信設備１６は、通信経路２４を介して番組ガイドデータおよび他の情報を複数
のユーザのユーザテレビ機器２０に配信する。通信経路２４は好ましくは、テレビ配信設
備１６が、非映像の番組ガイド情報および通信に加えて、放送予定のテレビ番組編成、有
料番組編成、リアルタイム通信、チャットリクエスト、およびその他の映像ならびに音声
情報をユーザテレビ機器２０に配信可能な十分な帯域幅を有する。通信経路２４が支援す
るリアルタイム通信は、テキストベースであるか、またはより広い帯域幅が利用可能であ
る場合には、音声通信または映像通信であり得る。
【００２４】
　複数のテレビおよび音声チャンネル（アナログ、デジタル、またはアナログとデジタル
の両方）は、通信経路２４を介してセットトップボックス２６に提供され得る。各経路２
４が、複数の従来のアナログテレビチャンネルを含む場合、これらのチャンネルのうち１
つ以上を用いて、複数のデジタルチャンネルを支援し得る。デジタルチャンネルを支援す
るために用いられる各アナログチャンネルの帯域幅は、このようなデジタルチャンネルの
うち１０以上を支援することができる。双方向デジタルチャンネルは、一方向デジタルチ
ャンネルよりも広い帯域幅を必要とする。このような双方向デジタルチャンネルは、セッ
トトップボックス２６とテレビ配信設備１６との間の双方向リアルタイム通信を支援し得
る。セットトップボックス２６とテレビ配信設備１６との間の双方向通信が、テキスト信
号のみ、または音声信号のみを含む場合、このような双方向通信を支援するために必要な
帯域幅は、映像を含む双方向通信を支援するために必要な帯域幅よりも実質的に狭くする
ことができる。
【００２５】
　リアルタイム通信およびチャットリクエストは、任意の数の適切な技術を用いて通信経
路２４に沿って配信され得る。例えば、テキスト形式のチャット通信およびチャットリク
エストは、帯域外変調器を用いて経路２４の帯域外チャンネルによって配信され得る。映
像または音声チャット通信は、経路２４の１つ以上のデジタルチャンネルを用いてより効
率的に伝送され得る。このようなデジタルチャンネルはまた、テキストおよびグラフィッ
クスを配信するために使用され得る。
【００２６】
　通信経路２４中の専用デジタルチャンネルまたはアナログチャンネルを用いてリアルタ
イム通信およびチャットリクエストを伝送できる。このような専用チャンネルは、テレビ
番組放送信号をユーザテレビ機器へ伝送するために使用されるチャンネルとは別である。
【００２７】
　通信経路２４は、ユーザテレビ機器２０とテレビ配信設備１６との間のリアルタイム通
信およびチャットリクエストの伝送を支援するので、システム１０の構成では、リアルタ
イム通信を伝送するためにユーザテレビ機器２０に接続された別の電話回線（所望であれ
ばこのような電話回線を本発明の特定の局面とともに用いることができるが）の必要性が
なくなる。所望であれば、テレビ番組編成は、ケーブルヘッドエンドへのケーブルリンク
のような１つの通信経路に沿ってユーザテレビ機器２０に伝送され得る一方で、リアルタ
イム通信が、衛星リンクのような第２の通信経路に沿ってユーザテレビ機器２０間で伝送
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される。
【００２８】
　各テレビ配信設備１６は、少なくともそのテレビ配信設備に関連付けられたユーザテレ
ビ機器デバイス間でリアルタイム通信およびチャットリクエストを配信し得る。テレビ配
信設備は、チャットサーバのようなチャット機器２２を用いて、テレビチャットグループ
と呼ばれるリアルタイム通信のためのフォーラムを設立することができる。テレビチャッ
トグループ（本明細書中では単にチャットグループと呼ぶこともある）は、ユーザのグル
ープが自身のユーザテレビ機器を介してリアルタイム討論に参加する電子フォーラムであ
る。チャットメッセージのようなリアルタイム通信は、チャットグループの参加者間で送
受信が行われる。
【００２９】
　テレビ配信設備１６は好ましくは、サーバまたは他の適切な計算機器または音声機器あ
るいは映像機器（本明細書中ではまとめてチャット機器２２と呼ぶ）を有しており、これ
によりユーザ間のチャットリクエストのリアルタイム通信および伝送を支援する。明瞭に
するために、本発明の特定の局面は、単に１つのチャットサーバを用いて実現されている
ように記載される。しかしながら、所望であれば、これらの機能はまた、典型的には、音
声および映像会議機器に基づいた機器のようなチャット機器（すなわち、音声ブリッジ、
映像ブリッジ等）を用いるか、または他の適切な計算機器またはこれらの組合せに基づい
たチャット機器を用いて実現される。チャット機器２２（例えば、チャットサーバ）は、
テキスト、グラフィックス、映像、または音声データを含むリアルタイム通信およびチャ
ットリクエストを処理することができる。所望であれば、チャット機器２２の帯域幅要件
は、通信を、映像を含む通信ではなくてテキストおよび音声またはテキストのみに制限す
ることによって減少することができる。テレビ配信設備１６におけるチャット機器２２は
、ユーザテレビ機器２０の各々がクライアントプロセッサとして機能するクライアント－
サーバ構成として構成され得る。
【００３０】
　各ユーザは受信器を有しており、その受信器は典型的には、セットトップボックス２６
のようなセットトップボックスであるが、セットトップボックス回路に類似の回路を組み
込んだ他の適切なテレビ機器でもよい。例えば、ユーザテレビ機器２０は、高品位テレビ
（ＨＤＴＶ）受信器のような最新式テレビ受信器、またはこのようなテレビに基づいたプ
ラットホームに基づき得る。セットトップボックスは、サーバまたはテレビ配信設備へ、
およびサーバまたはテレビ配信設備から双方向通信で使用するためにＤＯＣＳＩＳモデム
を含み得る。本明細書中で記載したように、ユーザテレビ機器２０は、パーソナルコンピ
ュータに基づいた機器を含まない。明瞭にするために、本発明は主に、セットトップボッ
クス２６に基づいたユーザテレビ機器２０に関連して記載される。図１Ａに示すように、
各セットトップボックス２６は、メモリ２５を有し得る。例えば、メモリ２５は番組リス
ト項目データのデータベースを保存するために使用され得る。
【００３１】
　番組ガイド情報は、セットトップボックス２６に連続的に（リアルタイムで）、定期的
に、（クライアント－サーバ構成を用いて）リクエストに応じて、またはこれらの技術の
組合せを用いて配信され得る。リアルタイム通信およびチャットリクエストは、リアルタ
イムでセットトップボックス２６に配信され得る。テレビ配信設備１６はまた、セットト
ップボックス２６からリアルタイム通信またはチャットリクエストをリアルタイムにまた
は定期的に受信することができる。主設備１２は好ましくは、情報配信タスクを処理する
プロセッサを含む。各セットトップボックス２６は好ましくは、チャット機能を含む双方
向テレビ番組ガイドアプリケーション（以降では番組ガイドと呼ぶこともある）、または
セットトップボックス２６上で独立したチャットアプリケーションを実現することに関連
するタスクを処理するプロセッサを含む。テレビ配信設備１６は好ましくは、リアルタイ
ム通信およびチャットリクエストを配信することに関連付けられたタスク、およびセット
トップボックス上の番組ガイドに番組ガイドデータを提供することに関連付けられたタス
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クを処理する１つ以上のプロセッサを（例えばチャット機器２２に）含む。
【００３２】
　番組ガイドアプリケーションまたは以降に記載されるチャットセットトップボックスア
プリケーションの機能のうちいくつか、またはすべてが、セットトップボックス上のオペ
レーティングシステムに組み込まれ、セットトップボックス上の単独のアプリケーション
として実現され得るか、またはテレビ配信設備で動作するチャット機器またはテレビ配信
設備とは別個のチャット機器（例えば、サーバ、映像ブリッジ、または音声ブリッジ）に
よって実行され得る。クライアントサーバアーキテクチャでは、セットトップボックスは
、データまたはリクエストを処理のためにサーバに送信する。サーバはデータを格納し、
リクエストの結果をさらなる処理、表示、または格納するためにセットトップボックスに
返信することができる。以降に記載するセットトップボックスアプリケーションのいずれ
の機能をもクライアント－サーバアーキテクチャで実現できる。
【００３３】
　ユーザのセットトップボックス上の番組ガイドアプリケーションからチャットアプリケ
ーションを起動させるために、様々なメカニズムが用いられ得る。１つのメカニズムには
、ホットリンクを用いてアプリケーションを起動することが挙げられる。ホットリンク方
式は、ウェブサイトアドレス、ｅメールアドレス、番組タイトル、チャットグループ、ま
たは番組ガイドの現在の内容またはセットトップボックス２６のステータスに基づいて予
め選択された他の情報等の情報を有したチャットアプリケーションのような番組ガイドと
関係のないアプリケーションを呼び出すことを含む。例えば、ユーザが番組を見ている、
番組リスト項目を視聴している、番組の説明を視聴している、または所与の番組、チャン
ネル、チャンネルの種類等に関する番組ガイド内の他のアクションをとっており、ユーザ
が番組ガイドに番組ガイドと関係のないアプリケーションを起動するように指示する場合
、番組ガイドは、その番組ガイドと関係のないアプリケーションを起動し、その番組ガイ
ドと関係のないアプリケーションに所与の番組、チャンネル、チャンネルの種類等に関す
るアクションをとるように指示することができる。
【００３４】
　ホットリンクは、専用のボタン、起動ボタン、メニューオプション、または任意の他の
適切な技術によってアクティブになり得る。例えば、リモコンに専用チャットボタン、お
よび他の番組ガイドと関係のないアプリケーションに関連づけられた同様のボタンを設け
てもよい。ユーザがチャットボタンを押すと、番組ガイドがチャットアプリケーションを
起動し、チャットアプリケーションに他のユーザとまたは番組の登場人物を含むチャット
グループを設定するように指示するか、または既存のチャットグループにユーザを参加さ
せるように指示する。例示的なホットリンク方式システムのさらなる機能としては、本明
細書と同時出願されたＥｌｌｉｓらの米国特許出願第０９／３４６，１３４号（Ａｔｔｏ
ｒｎｅｙ　Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．ＵＶ－８５）に記載され、同出願の全体を本明細書中で
参考として援用する。
【００３５】
　各セットトップボックス２６は典型的には、オプションのビデオカセットレコーダ（Ｖ
ＣＲ）２８または家にあるあるいは遠隔地にある他の格納デバイスに接続されており、そ
れにより選択されたテレビ番組および／またはチャットセッションが録画され得る。ユー
ザがセットトップボックスアプリケーションに１つ以上の関連するチャットセッションを
有するＴＶ番組を録画するように示す場合、そのアプリケーションは、番組の音声および
映像とともにチャットセッションを録画することができる。ユーザがその番組を再生する
場合、ユーザが生でチャットセッションに参加することはできないものの、視聴するため
にそのチャットセッションにアクセス可能であり得る。チャットシステムは、ユーザが選
択した形式でチャットセッションを再生するように構築され得る。例えば、チャットセッ
ションは、番組の上にオーバーレイとして再生されてもよいし、または番組およびチャッ
トセッションがＴＶ画面に縮小されたサイズのウィンドウとして同時に表示されてもよい
。また、ユーザは、セットトップボックスアプリケーションに、番組を録画することなく
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セットトップボックスアプリケーション自身によってチャットセッションを録画するよう
にいつでも指示することができる。そのチャットセッションは（テキスト、音声、映像、
またはそれらの組合せであれ）格納されて、後で視聴され得る。番組およびチャットセッ
ションはまた、例えばＤＶＤデバイス、セットトップボックス内のハードディスク、リモ
ートサーバに録画され得る。
【００３６】
　各ビデオカセットレコーダ２８（またはセットトップボックス２６）はテレビ３０に接
続される。番組録画システムのさらなる機能としては、１９９９年６月１１に出願された
Ｅｌｌｉｓらの米国特許出願第０９／３３２，２４４号、および１９９８年６月１７日に
出願されたＨａｓｓｅｌｌらの米国特許出願第０９／１５７，２５６号に記載され、これ
ら両出願の全体を本明細書において参考として援用する。番組を録画するために、セット
トップボックス２６は、特定のチャンネルに合わせ、制御信号をビデオカセットレコーダ
２８へ（例えば、赤外線送信器を用いて）送信し、ビデオカセットレコーダ２８に適切な
時に録画を開始および停止をするように指示する。
【００３７】
　テレビチャットシステムを使用している間、セットトップボックス２６は、テレビ３０
にリアルタイム通信およびチャットリクエストを表示する。テレビチャットシステムが双
方向テレビ番組ガイドを含む場合、双方向テレビ番組ガイドは、テレビ３０に番組リスト
項目を表示し得る。番組ガイドはまた、リアルタイム通信およびチャットリクエストを表
示するために使用され得る。セットトップボックス２６、ビデオカセットレコーダ２８、
およびテレビ３０の各々が、リモコン、マウス、トラックボール、マイク、デジタルビデ
オカメラ、専用ボタンセット等を含み得る１つ以上のユーザインターフェース３２によっ
て操作され得る。
【００３８】
　図１Ｂに示すように、ユーザインターフェース３２は、信号３６（例えば、赤外線信号
）をテレビ４０に接続されたセットトップボックス３８に送信するワイヤレスキーボード
３４を含み得る。ユーザの入力がワイヤレスキーボード３４によって入力されると、その
入力はテレビ４０の表示画面の一部として表示され得る。テレビチャットシステム１０が
双方向テレビ番組ガイドに基づいている場合、セットトップボックス３８によってテレビ
４０に提供される表示画面は、例えば、番組リスト項目を含む双方向テレビ番組ガイド表
示画面上であり得る。
【００３９】
　ユーザインターフェース３２はまた、図１Ｃに示されるようにテレビ画面キーボード５
０に基づき得る。ユーザは、表示されるアルファベットから文字を選択して、メッセージ
５２を作ることができる。特に、ユーザはアルファベットキー５４から文字そしてスペー
スバー５６からスペースを選択することができる。ユーザは、リモコンの矢印キーおよび
入力（またはＯＫあるいは選択）キーを押すことによって、一文字を選択して（文字Ｌ５
８のように）強調表示されるようにすることができる。リモコンの入力キーを押すことに
より、チャット機能を含む番組ガイドまたは独立したチャットアプリケーションにカーソ
ル６２のすぐ隣に選択された文字を置くように指示する。ユーザはシフトオプション５１
を選択して、メッセージ５２に大文字を置くことができる。このようにして、ユーザはチ
ャットメッセージのテキストを作ることができる。
【００４０】
　所望であれば、図１Ｄに示すように、ユーザは、表示画面７５のような表示画面に表示
される標準メッセージ７０および単語７２のリストから選択することによってメッセージ
を作ることができる。単語またはメッセージは、図１Ｄのメッセージ２のように特定の単
語またはメッセージの上に強調表示領域７６を置くように、リモコンの矢印キーを押すこ
とによって選択され得る。次いでユーザは、強調表示された単語またはメッセージをリモ
コンの入力（または選択あるいはＯＫ）キーを押すことによって選択できる。
【００４１】
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　システム１０によりユーザテレビ機器２０の前にいるユーザは、パーソナルコンピュー
タおよびそれに関連づけられたソフトウェアを操作するための学習の出費や複雑さを伴わ
ずに、テレビを視聴しながらテレビ番組に関連するリアルタイムチャット通信に参加する
ことができる。さらに、システム１０はユーザに同様の状況にあるユーザとリアルタイム
議論に参加しながら、高映像画質およびテレビ視聴のチャンネル範囲を維持することを可
能にさせる。
【００４２】
　図２Ａに示すように、リアルタイム通信およびチャットリクエストは、所与のテレビ配
信設備１６に関連付けられた１つのユーザテレビ機器デバイス２０からその設備に関連付
けられた他のユーザテレビ機器デバイス２０へ通信経路２４に沿って、その設備に配置さ
れたチャットサーバを用いて配信され得る。例えば、図２Ａのテレビ配信設備１６に関連
付けられた２つ以上のユーザテレビ機器デバイス２０間で送信されたリアルタイム通信お
よびチャットリクエストは、テレビ配信設備１６にあるチャットサーバ９０によって処理
され得る。チャットシステムの動作を個々のテレビ配信設備に制限することの利点は、（
例えば）個々のケーブルシステムオペレータがそれらのシステムを制御することを可能に
し、エリアまたは異なる時間帯の間のチャットを調整することを含まない点にある。しか
しながら、所望であれば、ユーザテレビ機器２０によって交わされるリアルタイム通信お
よびチャットリクエストは、通信ネットワーク８６を介してテレビ配信設備１６に接続さ
れるチャットサーバ８８によって処理され得る。通信ネットワーク８６は、インターネッ
ト、公共または個人電話ネットワーク、衛星または無線リンクを含むネットワーク、ケー
ブルネットワーク等の任意の適切な通信ネットワークであり得る。
【００４３】
　チャットシステムはまた、１つ以上のユーザテレビ機器デバイス８４の前にいるユーザ
がリアルタイム討論に参加するか、または１つ以上のユーザテレビ機器２０とチャットリ
クエストを交わすことができるように構築され得る。従って、ユーザテレビ機器８４は、
ユーザテレビ機器２０以外の異なるテレビ配信設備と関連付けられる。ユーザテレビ機器
デバイス８４は、通信経路８２を介してテレビ配信設備８０に接続される。チャットサー
バ９２を用いて、ユーザテレビ機器デバイス８４用のリアルタイム通信およびチャットリ
クエストを処理する。サーバ９２およびユーザテレビ機器８４の構成は、クライアント－
サーバ構成に基づき得る。テレビ配信設備８０および１６は、互いに通信ネットワーク８
６を介して接続される。ユーザテレビ機器２０とユーザテレビ機器８４との間で送信され
るリアルタイム通信およびチャットリクエストは、チャットサーバ８８、９０または９２
によって処理され得る。所望であれば、多くのテレビ配信設備がともに通信ネットワーク
８６またはこれらのテレビ配信設備からユーザテレビ機器にリアルタイム通信に互いに参
加させ得るための他のこのような通信ネットワークを介して接続されてもよい。
【００４４】
　リアルタイム通信およびチャットリクエストは、図２Ｂに示すようにテレビ配信設備に
配置されないサーバで処理されてもよい。例えば、リアルタイム通信およびチャットリク
エストが、近隣ノード９５および９６を介してユーザテレビ機器デバイス９７とユーザテ
レビ機器デバイス９８との間で伝送され得る。ユーザテレビ機器デバイス９７は、通信経
路９９を介して近隣ノード９５に接続され、ユーザテレビ機器デバイス９８は、通信経路
１０１を介して近隣ノード９６に接続される。近隣ノード９５および９６は、所与数のユ
ーザテレビ機器デバイス９７および９８の通信経路１０３に必要な帯域幅を減少させる。
近隣ノード９５および９６は、テレビ番組編成をテレビ配信設備９３からユーザテレビ機
器９７および９８へとルーティングする。近隣ノード９５および９６はまた、チャットリ
クエスト、リアルタイム通信、チャットグループ情報等をサーバ９１とユーザテレビ機器
９７および９８との間でルーティングする。近隣ノード９５および９６はまた、本明細書
中に記載される多くのチャットシステム機能を実行するために、リクエストをユーザテレ
ビ機器９７および９８からサーバ９１へとルーティングすることもできる。サーバ９１か
らの応答が、近隣ノードを介して適切なユーザテレビ機器デバイスへとルーティングが返



(12) JP 6388618 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

される。
【００４５】
　図３に示すように、特定のテレビチャンネルに関連づけられたテレビチャンネルチャッ
ト設備１００は、ユーザテレビ機器１０６、１０８と他のこのようなユーザテレビ機器と
の間で送信されるリアルタイム通信およびチャットリクエストを処理するために、チャッ
トサーバ１０２を備えることができる。ユーザテレビ機器デバイス１０６および１０８は
、通信経路１１０および１１２を介してテレビ配信設備１０４に接続されており、テレビ
配信設備１０４は次に通信経路１１４を介してテレビチャンネルチャット設備１００に接
続される。
【００４６】
　所望であれば、特定のユーザテレビ機器デバイスの前にいるユーザが、特定の個人の個
人情報を作成するプロフィールデータを入力し得る。個人は、ユーザ自身でもよいし、ま
たは自分以外の家族の誰かでもよい。図４は、双方向テレビ番組ガイドによってチャット
機能または別のチャットアプリケーションとともに提供され得る表示画面１２０の一例を
示す。この表示画面１２０は、ユーザに家族内の特定の個人に関するプロフィールデータ
情報を入力する機会を提供する。ユーザプロフィールデータは、ボックス１２１に入力さ
れ得るユーザ名を含み得る。ユーザプロフィールデータはまた、ボックス１２２（直接、
あるいはメニューまたは他の適切な番組のリストから選択することによって）入力され得
るユーザのお気に入り番組を含み得る。そのユーザのプロフィールに関連付けられるユー
ザのお気に入り番組は、番組ガイドデータベースに保存されるのと同じお気に入りテレビ
番組またはそれらの一部であり得る。所望であれば、ユーザプロフィールのお気に入り番
組は、番組ガイドデータベースのお気に入りテレビ番組と異なっていてもよい。ユーザは
また、よりお気に入りな番組を（例えば、さらなるボックス１２２を設けることによって
）入力するために、オプション１２４を選択できる。
【００４７】
　ユーザプロフィール画面１２０はまた、ボックス１２６のＡＢＣ－Ｗのようなお気に入
りテレビチャンネルを入力するために、ユーザにオプションを提示することもできる。テ
レビチャンネルは、ＡＢＣ、ローカル系列局、地元放送局、ペイパービューチャンネル、
ＨＢＯおよびＣＮＮのようなケーブルチャンネル等のテレビネットワークを含む。ユーザ
は、さらなるお気に入りチャンネルがユーザプロフィール画面１２０に現れ得るようにオ
プション１３０を選択し得る。ユーザプロフィール画面はまた、スポーツ番組、映画、ニ
ュースセグメント、ホームコメディ等の番組のお気に入りカテゴリへ入力するためのオプ
ションをユーザに提示することもできる。図４のボックス１３２には、ユーザはお気に入
りカテゴリとして「映画」を入力している。ユーザは、さらなるカテゴリをユーザプロフ
ィール画面１２０に入力し得るために、オプション１３６を選択し得る。所望であれば、
番組ガイド（または独立したチャットアプリケーション）は、ユーザに（ボックス１３８
に示される）オプションの独自のユーザ識別コードを提示し、外からリアルタイム通信ま
たはチャットリクエストを受信する場合に、そのシステムが同じユーザテレビ機器デバイ
スにいるユーザと他のユーザとを区別するのを支援することができる。このようにして、
リアルタイム通信およびチャットリクエストが特定のユーザに指示され得る。ユーザはま
た、ボックス１３３に自身のニックネームを入力できる。ニックネームは、チャットグル
ープでの匿名用またはチャットトピックに関する独自の（ｃｒｅａｔｉｖｅ）ペンネーム
として使用され得る。あるいは、画面１２０は、ユーザにニックネームではなくてチャッ
トルームにいるユーザを識別するアイコンを入力する機会を提供し得る。
【００４８】
　ユーザが自身のプロフィールデータの入力を終了した場合、ユーザは終了オプション１
４０を選択し得るか、またはリモコンキー（例えば終了キー）を押し得る。ユーザが一旦
プロフィールデータを入力すると、そのデータは後で引き出すために格納される。ユーザ
プロフィールデータは、上述のサーバにあるセットトップボックスまたはセットトップボ
ックスに接続される別個の格納装置のようなユーザテレビ機器２０内のどこかに格納され
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得る。ユーザプロフィール情報を入力する例示的なシステムのさらなる機能については、
１９９８年３月４日に出願されたＥｌｌｉｓらの米国特許出願第０９／０３４，９３４号
に記載され、同出願の全体を本明細書中で参考として援用する。
【００４９】
　ユーザがテレビを見ている場合、チャット機能または独立したチャットアプリケーショ
ンを備えた番組ガイド（以降ではまとめてセットトップボックスアプリケーションと呼ぶ
）により、ユーザは、以前に入力されたユーザプロフィール識別情報のうち１つを選択す
ることにより、または新しいユーザプロフィール識別情報を加えることによって自身を識
別することができる。図５の表示画面１５０は、セットトップボックスアプリケーション
を用いて設立される家族全員のユーザ識別情報の家族全員を示すために用いられ得る例示
的な表示画面である。
【００５０】
　セットトップボックスアプリケーションは、ユーザがセットトップボックス２６をオン
にするときはいつでも、またはユーザが自身を識別する旨を示すときはいつでも、図５の
表示画面１５０のような表示画面を提供することができる。例えば、ママがテレビを見て
いる場合に、ボックス１５２を選択する。次いでセットトップボックスは、ママのプロフ
ィールデータにアクセスする。所望であれば、ユーザ識別情報がパスワード制御下に設定
されてもよい。新しい家族の一員がテレビを見ている場合には、そのユーザがボックス１
５４をクリックして、新しいユーザプロフィール識別情報を加えることができる。セット
トップボックスアプリケーションは次いで、ユーザが自信のプロフィールデータを入力で
きるように表示画面１２０（図４）を提供する。ユーザが自身の識別を望まない、または
新しいユーザプロフィールの入力を望まない場合には、ユーザは表示画面１５０の表示を
キャンセルするためにキャンセルオプション１５６を選択することができる。セットトッ
プボックスアプリケーションが番組ガイドを含む場合、ユーザプロフィールがチャット関
連機能および番組ガイド機能の両方に用いられ得る。
【００５１】
　番組ガイドはまた、ユーザに他のユーザテレビ機器のユーザに関する識別情報データを
入力するオプションを提示することができる。他のユーザテレビ機器のユーザは、家族ユ
ーザによって送信されたリアルタイム通信またはチャットリクエストの受信者であり得る
。これらのリアルタイム通信またはチャットリクエストの受信者は、家族以外のユーザと
呼ばれる。家族以外のユーザは、家族ユーザによって受信されるリアルタイム通信および
チャットリクエストを送信し得る。
【００５２】
　図６は、ユーザが家族以外のユーザに関する識別情報データを入力する旨を示した場合
に、セットトップボックスアプリケーションがユーザのテレビに提示し得る表示画面１６
０を示す。家族以外のユーザの名前はボックス１６２に入力され得、家族以外のユーザの
アドレスはボックス１６４に入力され得る。ユーザのアドレスは、チャットサーバに適切
な受信者へリアルタイム通信およびチャットリクエストを送信することを可能にさせる特
定のユーザに割り当てられた独自の識別子である。
【００５３】
　家族ユーザは、家族以外のユーザのお気に入り番組、チャンネル、および番組のカテゴ
リをテレビ表示画面１６０に入力できる。家族ユーザは、家族以外のユーザのプリファレ
ンスをチャットグループ内のその人とチャットをすることによって決定することができる
。家族以外のユーザのお気に入り番組がボックス１６６に入力され得、ユーザがその他オ
プション１６８を選択すると、さらにお気に入りの番組を入力するためのさらなる空のボ
ックスがテレビ表示画面１６０に表示される。家族以外のユーザのお気に入りチャンネル
が、２チャンネルのようにボックス１７０に入力され得る。さらなるチャンネルをテレビ
表示画面１６０に入力できるように、ユーザはオプション１７４を選択し得る。家族以外
のユーザのお気に入り番組カテゴリ（例えば、スポーツ番組、映画、ニュースセグメント
、ホームコメディ等）もまた、テレビ表示画面１６０内で入力され得る。ユーザはボック
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ス１７２にホームコメディ等のお気に入り番組カテゴリを入力することができる。ユーザ
は、さらなる番組カテゴリを入力できるように、その他オプション１７６を選択し得る。
表示画面１６０で入力された家族以外のユーザのプリファレンス情報は、家族ユーザと同
じ番組、チャンネル、または番組カテゴリについてのチャットに興味のあり得る他のユー
ザにチャットリクエストを送信するのに有用であり得る。
【００５４】
　ユーザはまた、家族以外のユーザの誕生日、居住している市および州、お気に入りの俳
優、お気に入りの趣味等のテレビ番組編成に関連しないユーザ情報を入力することもでき
る。画面１６０において、ユーザは、領域１６１、１６３および１６５に家族以外のユー
ザの誕生日を入力できる。ユーザは、家族以外のユーザの情報が現在既存の識別情報また
は識別情報の新しいサブグループに加えられることを示すためにオプション１７８を選択
できる。識別情報のサブグループは、アドレスブック画面の識別情報グループ（例えば、
図７の表示画面１８０内のハイキングクラブの会員）として現れる。所望であれば、セッ
トトップボックスアプリケーションは、個人の視聴プリファレンスに基づいてアドレスブ
ック内のグループとして個人を自動的にともにグループ化できる。ユーザが家族以外のユ
ーザの情報の入力を終えると、終了オプション１７９を選択し得る。家族以外のユーザの
データは、サーバにあるセットトップボックス、またはセットトップボックスに接続され
た別個の格納装置のようなユーザテレビ機器２０内のどこかに格納され得る。さらに、上
述したようなチャットシステムのユーザプロフィールは、家族および家族以外のユーザか
らの情報を１つの識別情報（例えば、夫婦）に組み入れられ得るということを理解すべき
である。
【００５５】
　さらに、チャットシステムは、ユーザが自身のプロフィール情報を公開し得るようにＩ
ＣＱシステムと同様に構築され得、それにより他のユーザがアクセスすることができる。
ＩＣＱは、いつでもインターネットユーザの誰がオンライン上にいるのかを知らせ、ユー
ザが任意にオンライン上にいるユーザと接触することを可能にするインターネットツール
である。ＩＣＱは、オンライン上で個人を検索し、彼らがログオンした際にユーザに警告
することができる。ＩＣＱは、ユーザがインターネットサーフィンをしながら、同じイン
ターネットユーザとチャットし、メッセージ、ファイル、ＵＲＬを送信し、ゲーム対戦を
し、または単にぶらぶら（ｈａｎｇ　ｏｕｔ）することを可能にする。
【００５６】
　ユーザは、チャットシステムを通じて、ユーザのテレビ番組プリファレンスについての
情報、およびユーザの趣味等のユーザ自身に関するテレビと関係のないさらなる情報を含
む質問表を（例えば、表示画面１２０を用いて）記入し得る。ユーザプロフィール情報は
、ユーザ間でチャットグループを形成する際に有用であり得る。ユーザプロフィール情報
は、リモートサーバまたはセットトップボックスに一緒に格納され得る。ユーザは公開さ
れたプロフィールにアクセスし得、同じ興味を有する他のユーザの「お友達リスト」また
はアドレスブックを形成し得る。お友達リストには、ユーザの識別情報、ＴＶプリファレ
ンス、および他の興味を含み得る。
【００５７】
　チャットシステムは、ユーザが自身のお友達リストに第２のユーザを追加し得る前に、
ユーザは第２のユーザから許可を得る必要があるように設定され得る。例えば、チャット
システムは、第２のユーザに第１のユーザが第２のユーザのプロフィール情報をリクエス
トしたことを示すメッセージを送信することができる。第２のユーザがそのリクエストを
受け取ると、第１のユーザが第２のユーザのプロフィール情報にアクセスでき、そのユー
ザとチャットセッションを開始できるように、チャットシステムは第１のユーザにユーザ
のお友達リストに第２のユーザを追加することを可能にさせる。さらに、チャットシステ
ムは、第２のユーザが自身のお友達リストに第１のユーザを追加することを望むかどうか
を尋ねることができる。ユーザは、他のユーザのプリファレンスについての自身の知識に
基づいて（例えば、表示画面１６０の中で）、プロフィールにさらなる情報を追加するこ
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とができる。チャットシステムはまた、ユーザにユーザＩＤ番号、ｅメールアドレス、Ｔ
Ｖ番組プリファレンス、および／または他のプリファレンスに基づいてチャットお友達を
検索することを可能にする。
【００５８】
　入力された家族以外のユーザの名前、アドレス、および他の対応する情報からなる識別
情報は、ユーザのテレビ画面上にアドレスブック形式でセットトップボックスアプリケー
ションによって表示され得る。アドレスブック表示画面１８０の一例を図７に示す。アド
レスブック表示画面１８０は、家族以外のユーザまたは家族以外のユーザのサブグループ
の識別情報１８２のリストを示す。家族以外のユーザは、リスト１８２内の名前によって
示されるように、Ｍａｒｙ　Ｓｍｉｔｈのような個人、またはＪｏｎｅｓ家のような個人
のグループであり得る。個々のユーザは、アドレスブックの１つ以上のグループの一部で
あり得る。例えば、Ｍａｒｙ　Ｓｍｉｔｈは、個人としてアドレスブックに現われ得、「
Ｓｅｉｎｆｅｌｄファンクラブ」および「映画愛好家」のグループの一員であり得る。
【００５９】
　ユーザは、リスト内の単数または複数の識別情報を選択することによってチャットリク
エストを送信できる。リストは、特定の番組、番組の種類、チャットグループ、または「
Ｊｏｎｅｓ家」、「ハイキングクラブの会員」、「Ｓｅｉｎｆｅｌｄファンクラブ」、「
映画愛好家」、または「ダラスカウボーイチャット」等のユーザが識別した任意の他のグ
ループに興味のある個人のグループを含み得る。そのグループはＴＶに関連する必要はな
い。所望であれば、セットトップボックスアプリケーションは、ユーザが関連するテレビ
番組（例えばＳｅｉｎｆｅｌｄ）を見ているときに、チャットリクエストをアドレスブッ
ク内のリストの個人に送信するように、テレビ画面上にポップオプションを提示すること
ができる。
【００６０】
　オプション１８４は、ユーザが「Ｎｅｗｓ　ａｔ　６を見る友達」を選択したことを示
すために強調表示されている。これは番組「Ｎｅｗｓ　ａｔ　６」を見るのを楽しみ、ユ
ーザとチャットグループに参加したいと望み得るユーザの友達のグループであり得る。ユ
ーザは、リストから名前を選択することによって、ユーザが望む数のチャットリクエスト
の受信者を選択することができる。ユーザを図６のテレビ表示画面１６０に導くオプショ
ン１８６を選択することによって、ユーザは家族以外のユーザのさらなる識別情報を入力
することに決め得る。ユーザがチャットリクエストの受信者を選択すると、ユーザは終了
オプション１８８を選択できる。次いでセットトップボックスアプリケーションは、チャ
ットリクエストの各受信者についてのアドレスを引き出し、受信者の各々にチャットリク
エストを送達する。ユーザは、アドレスブック表示画面１８０から出るためにキャンセル
オプション１８９を選択できる。
【００６１】
　図４、５、６および７に関して述べられてきた家族ユーザ用および家族以外のユーザ用
の識別情報を作成する例示的なプロセスを図８に示す。工程１９０は、セットトップボッ
クスアプリケーション（すなわち、チャット機能または独立したチャットアプリケーショ
ンを備えた番組ガイド）は、例えばそれぞれテレビユーザインターフェース画面１２０ま
たは１６０を表示することによって家族ユーザまたは家族以外のユーザに関する識別情報
データを入力する機会をユーザに提供する。ユーザは次いで、テレビユーザインターフェ
ース画面によって呼び出されたデータを入力する。ユーザが終了すると、セットトップボ
ックスアプリケーションは、工程１９２にて特定の家族ユーザまたは家族以外のユーザに
ついて入力された情報を含む識別情報データ構造を作成する。次いで、セットトップボッ
クスアプリケーションは、工程１９４にてそのデータ構造を適切なグループに付加する。
データ構造が付加されるグループは、家族ユーザのグループ、家族以外のユーザのアドレ
スブック、またはアドレスブック内の家族以外のユーザのサブグループであり得る。図８
の工程１９０、１９２、および１９４は、ユーザテレビ機器で実現されるセットトップボ
ックスアプリケーションによって行われ得るが、これらの工程はまた、クライアント－サ
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ーバアーキテクチャを用いてチャットサーバによっても少なくとも部分的に実現され得る
。例えば、画面１２０および１６０に入力されるデータは、セットトップボックスによっ
てサーバに送信されて、処理され得る。
【００６２】
　ユーザは、セットトップボックスアプリケーションを用いて、リアルタイム通信をチャ
ットグループと呼ばれるフォーラム内の他のユーザへ送信し、他のユーザから受信するこ
とができる。チャットグループに参加しているユーザすべてが、他の参加者すべてからリ
アルタイム通信を送受信できる。チャットグループ内でのリアルタイム通信は、メッセー
ジまたはテキスト、音声、映像、あるいはＨＴＭＬの他の通信であり得る。ユーザは、例
えばＨＴＭＬを用いてチャットグループ内でのチャットメッセージの一部としてウェブペ
ージのＵＲＬを入力し、それによりチャットグループ内の他のユーザは、そのウェブペー
ジに容易にリンクすることができる。テキストは、低帯域幅要件の利点を有する。音声は
、音声通信による即時性を好むユーザには望ましくあり得るが、テキストによる匿名性を
好むユーザには望ましくないかもしれない。映像は、この観点から音声と同じである。特
定のチャットシステムにおいて、テキスト、音声、または映像のいずれを支援するかの選
択は、上記のような様々な要因に依存している。さらに、チャットグループは、異なるユ
ーザから入力されるテキスト、音声、映像、およびＨＴＭＬを受け入れるように混合媒体
チャットとして設定され得る。例えば、３人のユーザを含むチャットグループでは、一人
のユーザが音声通信を入力し、別のユーザがテキストおよびＨＴＭＬ通信を入力し、そし
てもう一人のユーザが映像通信を入力することも可能である。混合媒体チャットでのリア
ルタイム通信は、送信された形式または他の形式（例えば、盲人用にテキストを音声に変
化した形式）に変換された形式で受信され得る。本発明の局面によると、これらの構成の
すべてに適用可能であるが、明瞭にするために、本発明では主にテキストに基づいてチャ
ットに関して記載される。
【００６３】
　リアルタイム通信は、図２Ａ、２Ｂ、および３に関して示され記載されてきた通信経路
を介して伝送される。リアルタイムメッセージ文書が参加者によってタイプされ、チャッ
トグループの他の参加者すべてにテキストメッセージの形式で伝送されるチャットグルー
プは、チャットルームと呼ばれる。
【００６４】
　図９は、リアルタイム通信が、チャットルームにおいてテキストメッセージの形式でセ
ットトップボックスアプリケーションによって表示可能な様態の一例である。テレビ番組
２０２は、表示画面２００の領域２０３に表示され得、一方チャットルーム領域２０６が
、表示画面２００の下側の領域に同時に表示され得る。広告２０１はまた、表示画面２０
０の領域２０５に同時に表示され得る。広告は、本発明による表示画面またはユーザイン
ターフェース画面のいずれかを伴い得る。この構成は単なる例示にすぎない。任意の適切
な構成を用いて、チャットメッセージおよびテレビ番組編成を同時に表示することができ
る。例えば、チャットルーム領域２０６は、テレビ番組２０２の不透明なオーバーレイま
たは半透明のオーバーレイとして表示され得る。チャットルーム内の参加者は、領域２０
６に現れるチャットメッセージを送信する。チャット参加者は、ウェブサイト用のＵＲＬ
等のＨＴＭＬチャットメッセージを送信することができる。
【００６５】
　表示画面２００では、チャットトピック２０４はメッセージ２０８および２１０の内容
が表すようにテレビ番組２０２に関連し得る。ユーザは、キーボード３４（図１Ｂ）を用
いてメッセージを入力した後で、メッセージをカーソル２１２のチャットルームに表示す
ることができる。ユーザのチャットメッセージは、ユーザが「送信」ボタン、またはリモ
コンあるいはキーボード上の他の適切なボタンを押す場合に、チャットサーバに送信され
得る。所望であれば、チャットシステムは、ユーザが文字をタイプするにつれて、次々と
チャットグループの他の参加者に送信されるように構築されてもよい。この機能により、
ユーザが犯した誤りがチャットグループ内の他のユーザによって見られ得る。所望であれ
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ば、セットトップボックスアプリケーションは、キーボード画面５０（図１Ｃ）または表
示画面７５（図１Ｄ）のような双方向テレビ表示画面を用いて、ユーザにチャットルーム
へのリアルタイム通信を送信することを可能にし得る。
【００６６】
　チャットシステムは、チャットグループにおけるユーザのニックネーム（またはアイコ
ン）を選択することによって、ユーザがチャットグループの他のユーザを自身のお友達リ
ストまたはアドレスブックに付加できるように構築され得る。例えば、セットトップボッ
クスアプリケーションは、ユーザがＳａｌｌｙを自身のお友達リストに追加したいことを
示す「Ｓａｌｌｙを追加」のようなコマンドを認識し得る。チャットシステムは、第１の
ユーザが自身のお友達リストに第２のユーザを追加し得る前に、第２のユーザからの許可
を得るための第１のユーザを必要とする。
【００６７】
　さらに、チャットシステムは、ユーザがチャットグループ内の通信を望まない特定のユ
ーザからのチャットメッセージを遮断できるように構築され得る。例えば、セットトップ
ボックスアプリケーションは、ユーザが今後Ｊｏｅのチャットメッセージの遮断を望むこ
とを示す「Ｊｏｅを遮断」のようなカーソル２１２の隣にユーザがタイプしたコマンドを
認識し得る。ユーザは、再度Ｊｏｅのチャットメッセージの受信を開始するための「Ｊｏ
ｅを遮断しない」のようなコマンドをタイプすることができる。子供を猥褻な表現から保
護するために、他の保護機能をチャットシステムに構築することができる。例えば、チャ
ットシステムは、チャットグループ内で特定の卑語を遮断するように構築され得る。他の
例としては、子供がチャットグループに入ることができないように、親が特定の不快なチ
ャットグループを遮断することを可能にし得る。
【００６８】
　画面２００の分割された性質によりユーザは、テレビ番組をみて、同時に同じ時間に同
じ番組を視聴している他のユーザに、リアルタイム通信を送信できる。このようにして、
ユーザのテレビ画面上で番組の内容が展開するとき、ユーザがその番組の内容についての
コメントを送受信できるという点で、チャットルーム２０６は、番組２０２内で進行中の
アクションに直接リンクされている。チャットルームは、番組の終わりで終了し得るか、
またはすべてのユーザがチャットルームから退出するまで、番組が終わってからも続き得
る。
【００６９】
　リアルタイム通信は、（例えば、テレビ配信設備に配置される）チャットサーバに格納
され得る。図２Ａ、２Ｂ、および３に示される通信経路は、異なるテレビ配信設備に接続
されるユーザテレビ機器にリアルタイム通信をルーティングするために用いられ得る。従
って、本発明のリアルタイム通信システムによると、リアルタイム通信は、図２Ａのネッ
トワークのような多くのテレビ配信設備を介して接続されるユーザテレビ機器のユーザ間
で伝送され得る。
【００７０】
　所望であれば、すべてのチャット参加者が、共通のチャットサーバおよび１つの関連付
けられたテレビ配信設備にリンクされた、より簡易なシステム構成を用いることができる
。この構成は、複数のテレビ配信設備を含むさらに相互接続された構成に比べて、より制
限されるが、実現することがより容易であるという利点を有する。これは、唯一１つの時
間帯のみが存在しており、参加する可能性のある参加者すべてが同じ番組編成にアクセス
するためである。特定のテレビ配信設備に関連付けられたチャットサーバによって維持さ
れるチャットグループはまた、チャットグループのサイズを制限するために、その特定の
テレビ配信設備に接続されたユーザに制限され得る。所望であれば、チャットグループに
参加するユーザすべてが、同じ時間にそのチャットグループのトピックであるテレビ番組
を見ることができるということを保証するために、そのチャットグループは、特定の時間
帯のユーザに放送するこれらのテレビ配信設備に制限され得る。さらに、チャットグルー
プは、特定のローカルエリアのユーザにのみ放送するテレビ配信設備に制限され得る。こ



(18) JP 6388618 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

のことは、例えば、チャットグループの主題が地元ニュースセグメントまたは地元テレビ
チャンネルである場合に望ましくあり得る。
【００７１】
　他の可能な構成としては、チャットセッションが、ＴＶ番組が１つの時間帯で放送され
る間に録画され得、その番組が別の時間帯で後に放送される間に再生され得るというもの
である。これにより後者の時間帯にいるユーザは、現在の時間帯にいるユーザからのコメ
ントが入力される間に、他の時間帯にいるユーザが以前に入力したコメントを見ることが
可能になる。第２の時間帯からのチャットメッセージが録画され、また第１の時間帯から
のチャットメッセージとともに後に第３の時間帯で再生され得る。しかし、その番組が複
数の時間帯で同じ時間に放送されなければ、またはその番組が第３のエリアで放送される
前におよび／または後で、ユーザがチャットグループに参加しなければ、ユーザはこのシ
ステムを用いて他の時間帯からユーザとリアルタイムで通信できない。
【００７２】
　本発明の他の局面は、リアルタイム音声通信を支援するセットトップボックスアプリケ
ーションを用いることに関する。リアルタイム音声通信は、特定のテレビ番組にリンクさ
れ得る。例えば、テレビトークショーは、トークショーを見ている様々なユーザと生の質
疑応答セッションを有することができる。ユーザは、音声チャットグループに参加する機
会を与えられ得る。次いで、ユーザの選択したグループが、音声チャットグループに参加
され得る。音声チャットグループの参加者には、トークショーの間に議論される様々な問
題について、尋ねたりまたはコメントを発する機会を与えられる。音声チャットの参加者
はまた、チャットルーム内でのようにテキスト形式で質問を送信し、テキスト形式で応答
を送信することが可能であり得る。そのチャットのユーザ参加者からの特定の質問が、Ｔ
Ｖ番組で生で議論され得る。音声チャットの参加者もまた、（以下で詳細に記載される）
映像チャット内のように生の映像イメージを（例えば参加者自身の映像イメージで）送信
することができる。ユーザ参加者の映像イメージは、そのユーザの質問またはコメントが
ＴＶ番組上で議論されながら、ＴＶ番組で生で放送され得る。
【００７３】
　図１０は、音声チャットシステムの一例を示しており、この音声チャットシステムでは
、リアルタイム音声通信が、テレビ配信設備２２０を介して異なるユーザテレビ機器デバ
イス２２６間で伝送され得る。ユーザテレビ機器デバイス２２６は、通信経路２２４を介
してテレビ配信設備２２０に接続される。リアルタイム音声通信は、通信経路２２４を介
して伝送され、チャットサーバ２２２または適切な電話会議機器によって処理される。チ
ャットサーバ２２２は、図１０に示されるように、テレビ配信設備２２０に配置され得る
か、またはＴＤＦ２２０と別であってもよい。音声チャットシステムは、受信者であるユ
ーザが送信者の音声メッセージとともにＴＶ番組音声を聞かないように、送信者であるユ
ーザの音声チャットメッセージ内の現在のＴＶ番組から音声を消去するように構築され得
る。この手続きは、信号減算（ｓｉｇｎａｌ　ｓｕｂｔｒａｃｔｉｏｎ）を用いてマイク
の端部で行われ得、これによりマイクの入力はＴＶ番組音声と比較され、ユーザの入力の
みがチャットサーバに送られる。
【００７４】
　リアルタイム音声通信はまた、図２Ａ、２Ｂ、および３に示される通信ネットワークの
ような通信ネットワークを用いて、異なるテレビ配信設備に接続されるユーザテレビ機器
デバイス間で伝送され得る。リアルタイム音声通信は、図３に示す通信ネットワークのよ
うな通信ネットワークに沿って、ユーザテレビ機器デバイス２２６からテレビチャンネル
チャット設備へ伝送され得、それにより音声チャット世話役（司会者）またはテレビパー
ソナリティが、そのチャットグループに参加できる。世話役は、そのチャットグループ内
の誰が所与の適切な時に話し得るかを決定することができる。テキストに基づいたチャッ
トまたは映像チャットもまた、世話役を有することができるが、このことは少数の参加者
によるテキストに基づいたチャットグループにはあまり望ましくない。所望であれば、チ
ャットグループは、参加者にチャットメッセージがその人の順番のときに、そのチャット
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メッセージを送信することを可能にするようにのみ構築され得る。任意の所与の時に誰が
チャットメッセージを送信することを可能にされるかについての決定は、自動的に決定さ
れ得る。
【００７５】
　テレビ配信設備は、テレビサービスを提供するとの同じ通信回線を介して電話サービス
を提供することができる。この種のテレビ配信設備は、電話システムのための中央オフィ
ス（ＣＯ）と呼ばれる。音声チャットは、そのシステムの電話設備を用いて設定され得る
。これにより多くのケーブルシステムが広帯域のケーブルネットワーク上に構築する電話
設備の利点をもたらす。テレビチャンネルおよび電話サービスは、同じケーブル回線にそ
って伝送され得るが、各経路の情報は論理的に区別可能である。
【００７６】
　図１０の各ユーザテレビ機器デバイス２２６は、チャットサーバ２２２からのリアルタ
イム音声通信を受信するセットトップボックス２２８、および番組を視聴するためのテレ
ビ２３０を含む。リアルタイム音声通信は、マイク２３２に話しかけることによってユー
ザにより送信され得る。ユーザの音声は、セットトップボックス２２８が受信できる信号
に変換される。セットトップボックス２２８は、ユーザの音声信号をチャットサーバ２２
２に伝送する。チャットサーバ２２２または音声ブリッジのような他の適切な機器（すな
わち、電話会議機器）は、ユーザの音声信号を同じ音声チャットグループの参加者である
他のユーザに配信する。リアルタイム通信は次いで、テレビ２３０あるいはセットトップ
ボックス２２８に接続されたスピーカ２３４、またはテレビ２３０の一部であるスピーカ
２３４でユーザが聞くことができる。
【００７７】
　本発明のリアルタイム音声通信システムにより、特定のテレビ番組を見ているユーザが
、その番組を見ながら互いに話をすることが可能である。また、そのシステムにより、ユ
ーザは、テレビチャンネルチャット設備またはテレビ配信設備に位置するチャット世話役
と話をすることが可能である。また、そのシステムにより、ユーザは、パーソナリティが
テレビ番組に登場している間、そのテレビ番組のパーソナリティと話をすることが可能で
ある。これらの後者２つの例では、音声チャット通信が、ユーザをテレビチャンネルチャ
ット設備または配信設備に接続することを含む。この場合、チャット世話役またはテレビ
のショーのパーソナリティは、図２Ａ、２Ｂ、および３に示される通信経路のような通信
経路に沿って位置している。
【００７８】
　映像チャットイメージはまた、所望であれば、チャットシステムによってリアルタイム
通信のように伝送され得る。映像チャット通信は音声を含み得るか、または無音であり得
る（例えば、参加者が、サインランゲージまたはボディランゲージを使用する場合、ある
いは添付のチャットテキストがある場合）。映像はまた、添付のテキスト通信を含むこと
ができる。図１１は、チャットグループの様々なユーザの生の映像イメージが表示領域２
４１～２４５の表示画面２４０上に表示され得る様態の一例を示す。映像チャットトピッ
クは、表示領域２４６に示され得る。本発明のこの機能により、ユーザは、チャットグル
ープ内でユーザが話かしけている他のユーザのイメージを見ることが可能である。所望で
あれば、ユーザは、複数のチャットグループの参加者の映像イメージを視聴することがで
きる。例えば、表示領域２４１、２４２、および２４３は、１つのチャットグループの参
加者の映像イメージを含み得るが、表示領域２４４および２４５は、他のチャットグルー
プの参加者の映像イメージを含み得る。セットトップボックスアプリケーションは、ユー
ザがどのチャットグループからの通信を受信することを望むかを選択する機会をユーザに
提供し得る。これによりユーザは、テレビ番組、またはユーザが望むチャットグループの
うちの１つのリアルタイム音声通信を聞きながら、１つより多いチャットグループからの
映像を見ることが可能になる。
【００７９】
　映像チャットの参加者は、互いにリアルタイムで視覚イメージおよび信号を通じて通信
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できる。例えば、ユーザは、他のユーザの表情およびボディーランゲージを見ることによ
って、チャット中に作ったコメントに対する他のユーザの反応を見ることができるという
利点を有する。チャット世話役またはテレビのショーのパーソナリティの映像イメージは
、表示領域２４１～２４５のうち１つの領域に提供され得る。所望であれば、テレビ番組
が表示領域２４１～２４５のうち１つの表示領域に表示され得る。この種の構成を用いる
場合、チャットグループのトピックは、テレビ番組のアクションまたはテレビ番組で議論
される問題に関連し得る。
【００８０】
　図１２は、本発明の映像イメージ機能を実現するユーザテレビ機器２５０の一例である
。チャットグループに参加する他のユーザからの映像イメージを含む信号が、チャット機
器（例えば、映像ブリッジ）からセットトップボックス２５２によって受信され得る。セ
ットトップボックスアプリケーションは、テレビ２５４にイメージを表示する。信号は音
声通信を含んでもよい。セットトップボックス２５２に接続されるビデオカメラ２５６の
ようなビデオカメラを用いて、各ユーザのイメージを得ることができる。セットトップボ
ックスアプリケーションは、ユーザのイメージを含む信号をユーザテレビ機器に関連付け
られたチャット機器に伝送し、図２Ａ、２Ｂ、および３に示す通信ネットワークのような
通信ネットワークを介して、チャットグループの他の参加者に再配信し得る。
【００８１】
　ユーザは、チャットグループの他の参加者へ伝送するための任意の人または物体の映像
イメージを入手して伝送することができる。ユーザは映像イメージを通じて通信できる。
例えば、ユーザは、他のユーザのテレビ画面で他のユーザが読むことができるようにメッ
セージの文面をビデオカメラ２５６の前面に表示し得る。１つのチャットグループは、音
声、映像、テキスト、ＨＴＭＬ、または他の任意の通信手段であり得る。
【００８２】
　映像チャットまたは音声チャットを調整するチャット機器は、テレビ会議または電話会
議を取り扱う現在の利用可能な技術のうち１つを用いて、ユーザ間でのメッセージ伝送を
実現し得る。例えば、チャットシステムは、チャットグループの参加者からそのチャット
グループの他の参加者へリアルタイム通信を連続してルーティングするために、チャット
サーバによって実現され得る。所望であれば、テキストメッセージのようなメッセージの
作成者が、チャットグループの各参加者からのすべてのメッセージを自身のメッセージを
含めて提示され得る
。音声チャットに関して、一般に、メッセージの作成者にメッセージを再配信する必要は
ない。なぜなら、ユーザは、ユーザに繰り返される自身の音声を聞くことを望まないため
である。従って、音声チャットシステムは、リアルタイム通信の送信者が自身の通信を受
信しないということを保証し得る。映像チャットでは、そのチャットシステムは、例えば
、現在話している人のイメージをテレビ画面に表示するようにのみ構築され得る。
【００８３】
　ユーザが特定のチャットグループへ参加する要求を示した場合、チャットシステムは、
チャットグループへユーザを参加させ得る。ユーザの要求は、例えば、図１３の表示画面
２７０のようなセットトップボックスアプリケーションによって提供される表示画面を通
じて決定され得る。テレビ番組２７１は、番組２７１の上側領域２７２のみが見えるよう
に、インターフェース領域２７４によってオーバーレイされる。ユーザインターフェース
領域２７４は、「はい」オプション２７６を選択することによって、ユーザにチャットグ
ループへ参加する要求を示す機会を提供する。ユーザインターフェース２７４はまた、「
いいえ」オプション２７８を選択することによって、ユーザがチャットグループに参加で
きないようにする。「いいえ」オプション２７８が選択されると、ユーザインターフェー
ス画面２７４が消える。ユーザインターフェース画面２７４は、ユーザが視聴しているテ
レビ番組に関連するチャットグループが利用可能であるか、または利用可能となるときは
つねに、セットトップボックスアプリケーションによって自動的に表示され得るか、また
はユーザが以前に設定したリマインダに基づいて表示され得る。広告２７５もまた、イン
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ターフェース画面２７４に表示され得る。所望であれば、ユーザが番組ガイド表示画面か
らチャットオプションを選択するか、またはリモコンの専用のチャットボタンを押すか、
あるいはチャットへ参加する要求を示す任意の他のユーザインターフェースを用いる場合
に、ユーザインターフェース画面２７４が表示され得る。あるいは、この画面をスキップ
することもでき、ユーザがチャットオプションを選択した場合、ユーザは直接チャットグ
ループへ進むことができる。チャットグループは、番組２７１が終了しても続き得る。
【００８４】
　図１４を参照して、セットトップボックスアプリケーションは、ユーザの選択した１つ
以上のチャットグループに参加する機会をユーザに提供することができる。セットトップ
ボックスアプリケーションによって提供されるチャットグループオプションは、特定のテ
レビ番組またはそのチャットグループオプションが最初に表示された時に、ユーザが合わ
せているチャンネルに関するチャットグループであり得る。
【００８５】
　特定のテレビ番組またはチャンネルで利用可能なチャットグループのリスト項目のよう
なリアルタイム通信に関する情報は、任意の適切なデータ配信技術を用いてセットトップ
ボックスアプリケーションに提供され得る。例えば、予定されたチャットグループに関す
る情報は、サーバからセットトップボックスによって、または主設備から番組ガイドリス
ト項目を用いて、オンデマンドに入手され得る。所望であれば、利用可能なチャットグル
ープに関する情報が、デジタルチャンネル上のテレビ番組信号とともにデジタルに帯域内
で符号化され得る。そのチャット情報は、ＴＶ番組信号とともにデジタルセットトップボ
ックスによって符号化され得る。別の例として、チャットグループが支援される情報は、
テレビ配信設備に保存され得、標準アナログテレビ信号の垂直帰線消去期間（ＶＢＩ）を
介してセットトップボックスアプリケーションに配信され得る。セットトップボックスに
配置されたＶＢＩ復号器は、受信されたテレビ信号のＶＢＩに含まれるデータを複合する
ために用いられ得る。
【００８６】
　復号されたデータは次いで、受信されたデータに基づく番組またはチャンネルに利用可
能な任意のチャットグループがあるかどうかを判定するために、セットトップボックスア
プリケーションによって用いられ得る。所望であれば、利用可能なチャットグループのよ
うなリアルタイム通信に関する情報が、帯域外データ経路を用いて提供され得る。このよ
うな情報はまた、デジタルデータストリームとして提供され得、このデジタルデータスト
リームは（様々なテレビ番組のデジタルデータのような）他のデジタルデータストリーム
に付随する。
【００８７】
　表示画面２８０は、視聴されている番組またはチャンネルに関連する様々なチャットグ
ループに参加する機会をユーザに提供するために、セットトップボックスアプリケーショ
ンが表示し得るオプション画面の一例である。ユーザが３チャンネルの昼メロ「Ｄａｙｓ
　ｏｆ　Ｏｕｒ　Ｌｉｖｅｓ」を見ている場合、そのユーザは、オプション２８２を選択
することによる昼メロチャットグループ、オプション２８４を選択することによる３チャ
ンネルチャットグループ、またはオプション２８８を選択することによる「Ｄａｙｓ　ｏ
ｆ　Ｏｕｒ　Ｌｉｖｅｓ」チャットグループに参加する機会が提供されうる。ユーザは複
数のチャットグループに参加することができる。複数のチャットグループは、リモコンま
たはワイヤレスキーボードを用いて選択され得る。チャットシステムは、選択されたチャ
ットグループのすべてにユーザを参加させることができる。ユーザはまた、オプション２
８６を選択することによって、新しいチャットグループを作る機会を提供され得る。ユー
ザは、オプション２９０を選択することによって、他のチャットグループを検索すること
ができる。ユーザは、オプション２８１を選択することによって、予定されたチャットグ
ループに参加するために、自身のためのリマインダを設定することができる。オプション
２８１が選択されると、チャットシステムは、以前に選択されたチャットグループのリマ
インダを設定するか、またはチャットグループのリストをユーザに提供して、そのリスト
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から選択することができる。ユーザがチャットグループへの参加を望まない場合には、ユ
ーザは「終了」オプション２９２を選択して、セットトップボックスに表示画面２８０を
終了させ得る。
【００８８】
　特定のテレビ番組に関連する様々なチャットグループに参加する機会をユーザに提示す
ることができる方法の別の例を図１５Ａに示す。「６時のニュース」のような縮小サイズ
バージョンのテレビ番組が、表示画面３００の下側部分にあるユーザインターフェース領
域３１２と同時に、表示画面３００の部分３１０に表示される。また、広告３１１が、ユ
ーザインターフェース３１２とともに画面３００に表示され得る。ユーザインターフェー
ス領域３１２によりユーザは、「６時のニュース」で報道されたニュースセグメントに関
するチャットグループに参加することができる。ユーザは、自身のリモコンの適切な数を
押すことによって、チャットグループ（１）、（２）、（３）および（４）（それぞれオ
プション３０２、３０４、３０６および３０８に対応する）のうち任意の１つ以上のチャ
ットグループに参加することができる。ユーザがチャットグループに入ることを望まない
場合には、ユーザは（５）（「終了」オプション３１４に対応する）を押して表示画面３
００を終了し、番組ガイドメニューまたは「６時のニュース」の全表示画面に戻ることが
できる。表示画面３００は、ユーザのリクエスト時、またはテレビ番組中の適切な時に自
動的にセットトップボックスアプリケーションによって表示され得る。チャットグループ
は、その番組が終了してからも続けることができ、それにより参加者は引き続き問題を議
論することができる。参加者すべてが終了した場合、そのチャットグループは終了する。
【００８９】
　図１５Ｂのテレビ表示画面５００は双方向テレビ番組ガイド表示画面であり、この画面
は、番組ガイドにリストされるＴＶ番組に関する近く予定されるチャットグループを視聴
する機会をユーザに提供する。ユーザは、矢印オプション５０８を操作して、適切な時間
枠５０６にスクロールし得る。ＴＶ番組は列５０２に表示され、対応するチャットグルー
プは、列５０４に表示される。ユーザは、チャットグループ上に強調表示領域５０９を置
いてチャットグループを選択し得る。ユーザは次いで、オプション５０５を選択すること
によって、選択されたチャットグループに参加するためのリマインダを設定し得る。ユー
ザは、オプション５０３を選択することによって選択されたチャットグループに参加する
ことができる。ユーザはまた、オプション５０１を選択して、選択されたチャットグルー
プのチャットセッションを録画することができる。ユーザは、矢印５１０を操作すること
によってさらなる番組およびチャットグループを視聴することができる。
【００９０】
　図１６のテレビ表示画面２９５は、セットトップボックスアプリケーションがユーザに
複数のチャットグループに同時に参加することを可能にさせる様態を示す。「ニュース番
組」と呼ばれるテレビ番組がテレビ表示画面２９５の左上４分の１に表示されている。ユ
ーザは「ニュース番組」をみて、同時に４分の１の３１６、３１７、および３１８に表示
される３つの異なるチャットグループに参加することができる。２つのチャットルームか
らテキストのリアルタイム通信が右上４分の１の３１６および左下４分の１の３１７に表
示される。各チャットトピックは、「ニュース番組」で議論された問題に関する。４分の
１の３１６のチャットルームのトピックは、Ｃｌｉｎｔｏｎの弾劾である。４分の１の３
１７のチャットルームのトピックは、Ｌｅｗｉｎｓｋｙの証言である。第３の映像チャッ
トグループの参加者の映像は、４分の１の３１８に表示される。映像チャットルームの参
加者へのおよび参加者からの音声メッセージは、同様に送受信できる。ユーザが参加する
複数のチャットルームが音声を使用する場合、セットトップボックスアプリケーションは
、ユーザが様々なグループ間でトグルすることを可能にさせ、それにより同時に１つのグ
ループのみの音声コンポーネントがアクティブになる。
【００９１】
　ユーザにテレビ番組に関連するチャットグループに入る機会を提供する表示画面の別の
例を図１７に示す。図１７の表示画面３２０に「Ｎｅｗ　Ｍｏｎｉｃａ
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　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」のセグメント３２１が、番組３２２の上側部分３２２のみが見える
ように、表示３２４によってオーバーレイされる。テレビ番組である「Ｎｅｗ　Ｍｏｎｉ
ｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」のセグメント３２１が開始すると、セットトップボックスアプ
リケーションが、表示３２４に示されるメッセージを表示することによって、「Ｍｏｎｉ
ｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」チャットグループに入るように自動的にユーザを促す。「Ｍｏ
ｎｉｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」チャットグループは、その番組を見ているユーザ、および
その番組に提示されているＭｏｎｉｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙに間する問題を議論したいと
望むユーザのチャットグループであり得る。ユーザは、自身のリモコンの「チャット」ボ
タンを押して、「Ｍｏｎｉｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」チャットグループに入るか、または
自身のリモコンのキャンセルを押して、表示３２４のメッセージを消して通常のテレビ視
聴に戻ることができる。チャットサーバは、ニュース番組またはトークショーの間にのみ
「Ｍｏｎｉｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」チャットグループを支援するように構築され得る。
あるいは、チャットグループは、その番組が終了してからも続けることができ、それによ
り参加者は引き続き問題を議論することができる。「Ｍｏｎｉｃａ　Ｌｅｗｉｎｓｋｙ」
チャットグループ、および本明細書中で述べられる他の例示的なチャットグループのいず
れもが、テキストチャットグループ、音声チャットグループ、映像チャットグループ（無
音または音声付き）、またはこのようなチャットグループの組合せであり得る。
【００９２】
　ユーザテレビ機器のユーザをチャットグループへ参加することを可能にする例示的なプ
ロセスを図１８Ａに示す。工程３４０において、ユーザのテレビ機器で実現されるセット
トップボックスアプリケーションは、リアルタイムチャットグループへ参加する要求を示
す機会をユーザに提供する。その機会は、自動的に（例えば、テレビ番組中の特定の時間
に）またはユーザによるプロンプトに応答して（例えば、ユーザが画面上のオプションを
選択する、またはユーザが利用可能なチャットグループを視聴したいことを示す番組ガイ
ドメニューのオプションを選択する）提供され得る。リアルタイムチャットグループは、
文書通信、音声通信、または映像（音声付きまたは無音）通信の形式、またはこのような
通信の適切組合せであり得る。
【００９３】
　ユーザがチャットグループへ参加する要求を示す機会は、例えば、それぞれ図１３、１
４、１５Ａ、１５Ｂ、または１７の表示画面２７０、２８０、３００、５００、または３
２０のような表示画面、または任意の他のこのような適切な表示画面を用いて提供され得
る。セットトップボックスアプリケーションはまた、別の種類のユーザインターフェース
機構からの信号に応答できるチャットグループへ参加する要求を示す（例えば、リモコン
の専用チャットボタンで）機会をユーザに提供することができる。
【００９４】
　ユーザが参加するチャットグループは、ユーザによってまたは番組ガイドによって決定
され得る。ユーザは、所定のグループ分け、または図１４、１５Ａおよび１５Ｂのそれぞ
れの表示画面２８０、３００、５００に関して記載された利用可能なチャットグループの
リストからチャットグループを選択する機会を提供され得る。図１４のオプション２９０
は、さらなるチャットグループを検索する機会をユーザに提供し、その検索結果に基づい
てチャットグループを選択する。ユーザは、チャットトピック、またはチャットグループ
の名前のタイプ入力、およびチャットグループを識別するために必要な他の情報に基づい
てチャットグループを検索する機会を提供され得る。所望であれば、チャットシステムは
、ユーザがどのチャットグループに参加すべきかを自動的に決定することができる。例え
ば、図１７の表示画面３２０は、視聴されている番組に関する利用可能なチャットグルー
プへ参加する要求を示す機会をユーザに提供することができる。所望であれば、ユーザが
参加すべきチャットグループに関する情報が、例えば、現在のグループの参加者数に基づ
き得る。グループの参加者数は、（例えば、最大２０名の参加者まで）制限され得る。利
用可能なチャットグループに関する情報は、テレビ配信設備またはチャットサーバで保存
され得る。ユーザが所与のセットトップボックスアプリケーションにそのユーザをチャッ
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トグループへ参加させるように指示する場合、セットトップボックスがサーバに知らせ、
次いで次の利用可能なグループにそのユーザを参加させ得る。利用可能なチャットグルー
プを識別する情報は、テレビ番組放送信号とともにセットトップボックスアプリケーショ
ンに提供され、ユーザテレビ機器のセットトップボックスアプリケーションによって復号
され得る。
【００９５】
　ユーザがチャットグループへ参加する要求を示すと、工程３４２においてチャットシス
テムは、ユーザをそのチャットグループに参加させ、そのチャットグループのユーザにリ
アルタイム通信を配信することによってチャットグループを支援する。例えば、セットト
ップボックスアプリケーションは、チャットグループのリアルタイム通信を維持するチャ
ット機器に接続し、次いでユーザをチャットグループに参加させる。ユーザがチャットグ
ループに参加すると、チャットグループはチャット機器（例えば、チャットサーバ）によ
って支援され、ユーザはチャットグループの他の参加者へおよび他の参加者からのリアル
タイム通信を送受信できる。工程３４２において、テレビ配信設備にあるチャット機器、
テレビチャンネルチャット設備、または別個のチャット機器のチャット機器によって行わ
れ得る。所望であれば、テレビ配信設備または他の適切な位置の音声ブリッジまたは映像
ブリッジのような機器が、チャットグループを形成および支持する際にし様され得る。
【００９６】
　図１８Ｂを参照して、ユーザテレビ機器のユーザをユーザテレビ機器デバイスに位置す
るユーザに制限されるチャットグループに参加することを可能にするための例示的なプロ
セスを示す。工程３４４において、ユーザのテレビ機器で実現されるセットトップボック
スアプリケーションは、チャットグループへ参加する要求を示す機会をユーザに提供する
。この工程の機能は、図１８Ａの工程３４０に関して上述した機能と同じである。
【００９７】
　ユーザがチャットグループへ参加する要求を示すと、工程３４６においてチャットシス
テムは、ユーザをチャットグループに参加させ、ユーザテレビ機器デバイスに位置するユ
ーザからなるチャットグループのユーザ間でのみリアルタイム通信を配信することによっ
てチャットグループを支援する。ユーザをチャットグループに参加させるために、セット
トップボックスアプリケーションは、チャット機器に示す。次いでチャット機器は、リア
ルタイム通信を配信することによってチャットグループを支援する。チャットグループへ
のエントリは、ユーザテレビ機器デバイスに位置するユーザに制限される。エントリは、
１つの特定のテレビ配信設備に接続されたユーザテレビ機器デバイスのユーザ、または限
定された数のテレビ配信設備のうち１つのテレビ配信設備に接続されたユーザテレビ機器
デバイスのユーザに制限され得る。
【００９８】
　チャット機器は、チャットグループに入るリクエストを監視し、そのためチャットグル
ープの参加者すべてがユーザテレビ機器デバイスに位置し、対照的に、例えばパーソナル
コンピュータに位置することを保証し得る。例えば、チャット機器は、テレビ配信設備に
よりエントリコードを保存し、チャットグループへのアクセスをユーザテレビ機器デバイ
スのみに制限し得る。各テレビ配信設備は、ユーザテレビ機器デバイスのうち１つのデバ
イスからチャット機器へのリクエストとともに、エントリコードを伝送し、それによりユ
ーザはチャットグループに参加することができる。テレビ配信設備から有効なエントリコ
ードを提示するチャットグループに参加するリクエストのみが認識される。所望であれば
、ＴＶチャットグループへのアクセスは、インターネット上でそのチャットグループを利
用不可にすることにより、ユーザテレビ機器デバイスに制限され得る。
【００９９】
　図１８Ｃを参照して、ユーザテレビ機器のユーザをユーザが見ているテレビ番組に関す
るチャットグループに参加することを可能にする例示的なプロセスを示す。工程３４８に
おいて、ユーザのテレビ機器で実現されるセットトップボックスアプリケーションは、特
定のテレビ番組を見ているユーザに、その番組に関連するチャットグループに参加する機
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会を提供する。図１５Ａのテレビ表示画面３００および図１７のテレビ表示画面３２０は
、セットトップボックスアプリケーションが、ユーザが特定のテレビ番組を見ながら、そ
の番組に関連するチャットグループに参加する機会をユーザに提供し得る方法の例である
。チャットグループに参加する機会は、テレビ番組中に自動的に、または（例えば、リモ
コンのボタンを押すことによる）ユーザからのプロンプトがあるとすぐにセットトップボ
ックスアプリケーションにより提供され得る。
【０１００】
　ユーザがチャットグループへ参加する要求を示すと、工程３５０においてチャットシス
テムはユーザをそのチャットグループに参加させ、同じテレビ番組を見ているチャットグ
ループのユーザ間でのみリアルタイム通信を配信することによって、チャットグループを
支援する。そのチャットグループにユーザを参加させるために、セットトップボックスア
プリケーションはチャット機器に示す。次いでチャット機器は、その番組を見ているチャ
ットグループのユーザ間でのリアルタイム通信を配信することによってチャットグループ
を支援する。各セットトップボックスアプリケーションは、ユーザがテレビ番組を放送し
ているチャンネルに合わせない場合には、ユーザにチャットグループへ参加するする機会
を提供しないということを保証する。所望であれば、ユーザには、いつでもその番組に関
連するチャットグループに参加するオプションがあり得るが、セットトップボックスアプ
リケーションは、ユーザがその番組に関連するチャットグループへ参加する要求を示すと
すぐにテレビ番組に合わせる。
【０１０１】
　本発明の他の局面は、チャットグループへの参加に興味のあり得る他のユーザへチャッ
トリクエストを送信する機会をユーザに提供することを含む。チャットリクエストは、（
例えば、テレビセットトップボックスアプリケーションまたは双方向テレビ番組ガイドの
）他のユーザがチャットグループに参加するためのリクエストである。リストからチャッ
トグループへ参加することに興味のあり得る他のユーザのグループを選択する機会をユー
ザに提供するために用いられ得る例示的なチャットリクエスト表示画面３６０を図１９に
示す。
【０１０２】
　ユーザは、オプション３６２を選択することにより、ユーザが合わせた同じテレビ番組
を現在見ている他のユーザすべてにチャットリクエストを送信することができる。次いで
チャットシステムは、図１Ａ、２Ａ、２Ｂまたは３に示される通信経路および通信ネット
ワークを介して、チャットリクエストを受信者に配信する。チャット機器は、チャット機
器が受信するテレビ配信設備に関連付けられたユーザに宛てられたチャットリクエストす
べてを、テレビ配信設備に接続されたユーザテレビ設備の各セットに配信し得る。チャッ
トリクエストは次いで、受信者のユーザテレビ機器においてセットトップボックスアプリ
ケーションによりフィルタリングされ得る。セットトップボックスアプリケーションは、
受信者であるユーザがチャットリクエストに関連するテレビ番組を見ている場合に、受信
者のテレビ画面にチャットリクエストを表示することのみできる。ユーザはまた、入来の
チャットリクエストすべて、または特定の個人が送信したチャットリクエストを自身のセ
ットトップボックスで遮断することもできる。所望であれば、セットトップボックスは、
特定の個人が送信したチャットリクエストのユーザに通知するようにのみ構築され得る。
また、ユーザは、自身のセットトップボックスアプリケーションに、ユーザが特定の番組
、チャンネル、または番組のカテゴリに関連するチャットリクエストを受信することを望
むに過ぎないということを示すこともできる。セットトップボックスアプリケーションは
次いで、ユーザの示したプリファレンスに基づいた入来のチャットリクエストをテレビに
表示することのみできる。
【０１０３】
　所望であれば、チャットリクエストを受信する可能性のあるようないずれのユーザも所
与のテレビ番組に関連する利用可能なチャットリクエストのすべてを視聴することができ
る。図２０の表示画面３８０は、現在のテレビ番組（オプション３８２）に関連するチャ
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ットリクエストを受け取る機会を受信者であるユーザに提示するために用いられ得るメニ
ューフォーマットの一例である。表示画面３８０に表示されるチャットリクエストはまた
、番組リスト項目、チャンネル、番組の任意のカテゴリから選択された現在のテレビ番組
と関係のないテレビ番組に関連し得る。この情報はまた、オプション３８２の一部として
表示され得る。入来のチャットリクエストは表示画面３８０の一部としてリストで表示さ
れ得る。受信者であるユーザは、チャットリクエストを受け取り、チャットリクエストオ
プション３８４、３８６、または３８８のうち１つのオプションを選択することによって
対応するチャットグループに参加できる。図２０の例においては、受信者であるユーザは
、リモコンの所望のチャットリクエストの数を入力することによってチャットグループに
参加できる。ユーザはまた、オプション３８１を選択することによって、ある期間または
際限無く入来するチャットリクエストすべてを遮断する能力も有し得る。この機能によっ
てユーザはプライバシーを維持できる。ユーザは、領域３８３に特定の個人の名前または
アドレスを入力することにより、特定の個人から入来するチャットリクエストを遮断する
ことができる。ユーザはまた、チャットシステムをプログラムすることができるので、ユ
ーザのセットトップボックスにより受信される特定の個人からのチャットリクエストのみ
を可能にする。ユーザは、領域３９０にこれら個人の名前またはアドレスを入力できる。
ユーザは、リモコンの「キャンセル」ボタンを押すことにより、ユーザが参加するように
リクエストされているチャットグループのうち任意のチャットグループへの参加を断るこ
とができる。
【０１０４】
　図１９を再度参照して、チャットリクエストを送信したいと望むユーザは、オプション
３６４を選択することにより、送信者であるユーザが合わせている特定のテレビ番組に興
味のある他のユーザにチャットリクエストを送信することに決めることができる。オプシ
ョン３６４は、送信者であるユーザが選択したということを示すために強調表示されてい
る。送信者であるユーザは、自身のリモコンの矢印キーを用いてオプション３６４を選択
できる。ユーザは次いで、リモコンの「ＯＫ」ボタンを押して、自身の選択を入力できる
。送信者であるユーザは、オプション３６６を選択して、現在の番組を放送しているチャ
ンネルに興味のある他のユーザにチャットリクエストを送信することができる。送信者で
あるユーザはまた、ユーザが現在見ている番組のカテゴリに一致する番組のカテゴリに興
味のある他のユーザにチャットリクエストを送信するためにオプション３６８を選択する
こともできる。
【０１０５】
　チャットリクエストは、チャットリクエストを適切な受信者に伝送するチャット機器（
例えば、サーバ）に送信され得る。例えば、チャットリクエストは、ユーザが特定の番組
、チャンネル、または番組のカテゴリに関するチャットリクエストを受信することに興味
があるということを、チャット機器またはテレビ配信設備に示したユーザに送信され得る
。所望であれば、セットトップボックスアプリケーションは、チャットリクエストが適切
なユーザにのみ送達されることを保証するために用いられるフィルタリングプロセスに役
立ち得る。例えば、チャットリクエストが４チャンネルに合わせたすべてのユーザに配信
される場合、テレビ配信設備のチャットサーバは、リクエストが現在４チャンネルに合わ
せられているセットトップボックスの視聴者に制限されるという条件のついた情報により
、チャットリクエストをすべてのユーザに配信することができる。受信者であるユーザ各
々のセットトップボックスアプリケーションは、ユーザが４チャンネルに合わせられてい
るかどうかを判定する。セットトップボックスが４チャンネルに合わせられていない場合
、チャットリクエストは表示されない。いくつかのフィルタリング動作は、サーバ端部で
行われ得る。
【０１０６】
　所望であれば、ユーザは特定のチャットプリファレンスをチャット機器に指定すること
ができる。例えば、ユーザは、ユーザが特定の番組、チャンネル、または番組のカテゴリ
に関連するチャットリクエストを受信したいという条件をつけることができる。ユーザは
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また、ユーザが入来するすべてのチャットリクエスト、または特定の個人が送信したチャ
ットリクエストを自身のセットトップボックスで遮断したいという条件をつけることもで
きる。ユーザは、ユーザが特定の個人が送信したチャットリクエストのみを受信したいと
いう条件をつけることさえ可能である。この情報は次いで、チャット機器、テレビ配信設
備、またはテレビチャンネルチャット設備に送信され得る。図４の表示画面１２０のよう
なセットトップボックスアプリケーションによって提供される表示画面を通して入力され
た家族ユーザのプリファレンスに関するプロフィールデータは、家族に関連付けられたチ
ャット機器に送信され得るので、チャット機器はこの情報を用いて、ユーザが興味のある
テレビ番組、チャンネル、またはテレビ番組のカテゴリに関連するチャットリクエストを
フィルタリングできる。この構成を用いる場合、フィルタリングされたチャットリクエス
トのみが、チャット機器によって受信者であるユーザに送信される。
【０１０７】
　チャットシステムによりユーザは、ユーザの個人アドレスブックのチャットリクエスト
に関連する番組、チャンネル、または番組のカテゴリに興味があると識別された家族以外
のユーザにのみチャットリクエストを送信することが可能である。チャットシステムは、
チャットリクエストに関連する番組、チャンネル、または番組のカテゴリとプリファレン
スが一致するアドレスブックの他のユーザのみをフィルタリングして抽出することができ
る。他のユーザのプリファレンスは、ユーザの名前およびアドレスとともにアドレスブッ
クに格納され得る。図６の表示画面１６０のようなユーザインターフェースは、このよう
なユーザプリファレンス情報を入力するためにセットトップボックスアプリケーションに
より提供され得る。
【０１０８】
　ユーザは、オプション３７０を選択することによって自身のアドレスブックから他のユ
ーザの名前を選択することができる。この場合、チャットリクエストは、ユーザが個人的
に自身のアドレスブックから選択した特定の人々にのみ送信され得る。このようなチャッ
トリクエストは、チャットリクエストが受信されるとすぐに、チャットリクエストを受信
したユーザのテレビ画面に自動的に表示され得る。所望であれば、チャットシステムは、
ユーザのお友達リストまたはアドレスブックの人にチャットリクエストを送信する能力を
有するようにのみ構築され得る。さらに、チャットチャットシステムは、ユーザが自身の
お友達リストまたはアドレスブックの人からチャットリクエストを受信するのみであるよ
うに構築され得る。本発明のテレビチャットシステムに関して記載されたフィルタリング
動作の機能は、サーバ、受信者のセットトップボックス、または送信者のセットトップボ
ックスで行われ得る。
【０１０９】
　表示画面３６０はまた、オプション３７２を提示し、それによりユーザが、現在の番組
に関連するチャットグループに参加することを望み得る個人のリストへチャットリクエス
トを送信することが可能である。例えば、リスト中の個人は、ウィークリーホームコメデ
ィに関連するチャットグループの常連の参加者であり得る。そのリストは、ユーザが毎週
の参加者の識別情報を判定する際に、ユーザによって作成され得る。
【０１１０】
　図２１に示すように、表示画面４００は、受信者であるユーザのテレビ画面の下側部分
にチャットリクエスト４１０を表示するために用いられ得る。チャットリクエスト４１０
は、ユーザが見ているテレビ番組にオーバーレイする。チャットリクエスト４１０は、ユ
ーザの番組の視聴の妨害を最小限にするように半透明であり得る。番組は、上側部分４０
８では今まで通り覆われていない。チャットリクエスト４１０は、リクエストの受信者が
参加するために尋ねているチャットグループの名前、およびチャットリクエストの送信者
の名前を示す。チャットリクエストの受信者は、チャットリクエストを受け取り、そして
オプション４０２を選択することによってチャットグループに参加することができる。チ
ャットリクエストの受信者は、オプション４０４を選択することによって、番組が放送さ
れているチャンネルに合わせることができる。チャットリクエストの受信者は、オプショ
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ン４０６を選択することによって、チャットリクエストを拒否することができる。その受
信者は、受信者からのさらなるリクエストを遮断することを可能にするか、または「プラ
イベート」（すなわち、さらなる通知があるまではいずれの者からのチャットリクエスト
をも許可しない）へ進むことを可能にする。
【０１１１】
　ユーザテレビ機器に位置するユーザが、自身と他のユーザとの間でチャットグループを
確立することを可能にするための例示的なプロセスを図２２に示す。工程４２０において
、ユーザのテレビ機器で実現されるセットトップボックスアプリケーションは、ユーザに
他のユーザとチャットグループを設定する機会を提供する。この機会は、任意の適切なユ
ーザインターフェースを用いてセットトップボックスにより提供され得る。図１９の表示
画面３６０は、他のユーザにチャットリクエストを送信することによって、他のユーザと
チャットグループを設定する機会をユーザに提供するユーザインターフェースの一例であ
る。所望であれば、工程４２０の特徴を実現するために他の適切な構成が用いられ得る。
【０１１２】
　工程４２０に続いて、ユーザはチャット設定情報に入ることができる。チャット設定情
報は、例えば、チャットリクエストをするつもりの受信者の識別情報、チャットグループ
の名前、チャットグループを支援するチャットサーバの識別情報、チャットグループが関
連するテレビ番組、および番組が放送されているチャンネルを含み得る。所望であれば、
この情報のうち少なくともいくつかは、自動的にセットトップボックスアプリケーション
により挿入され得る。例えば、セットトップボックスアプリケーションは、送信者である
ユーザのセットトップボックスが合わせられているチャンネルを知っているので、セット
トップボックスアプリケーションは、自動的にこの情報をチャットリクエストに付加する
ことができる。セットトップボックスアプリケーションはまた、データベース（例えば、
セットトップボックスまたはサーバにローカルに格納された番組リスト項目のデータベー
ス）にアクセスし、現在の時刻に関する情報を用いること（例えば、セットトップボック
スまたはサーバが時計を用いてアクセスする）によって、送信者であるユーザがどの番組
を見ているか判定することができる。所望であれば、この種の情報のうちいくつかが、チ
ャット機器またはチャットサーバによってチャットリクエストに付加され得る。例えば、
セットトップボックスアプリケーションは、送信者であるユーザが現在どのチャンネルに
合わせているかに関する情報をチャットサーバに提供し得、次いでチャットサーバは、ど
の番組が現在見られているかを（テレビ配信設備に格納されている番組リスト項目情報か
ら）判定し得、そしてこの情報をチャットリクエストに付加することができる。
【０１１３】
　工程４２４において、チャットシステムは、チャットリクエストをチャットグループへ
の参加に興味のあり得る他のユーザに配信する。チャットリクエストの実際の受信者は、
チャットサーバ、ユーザテレビ機器、テレビ配信設備、テレビチャンネルチャット設備、
またはこれらの組合せによって決定され得る。所望であれば、（例えば、その受信者が自
身のセットトップボックスアプリケーションにこのようなリクエストは受け取らないよう
に指示する場合）配信されるチャットリクエストを、受信者のセットトップボックスで遮
断することができる。
【０１１４】
　工程４２６において、チャットシステムは、チャットグループ内の各ユーザからそのチ
ャットグループ内の他のユーザへリアルタイム通信を配信することによって、ユーザおよ
びそのチャットグループへの参加を決めた他のユーザとのチャットグループを支援する。
チャットグループは、チャットサーバのようなチャット機器によって支援され得る。他の
ユーザは、チャットグループについて通知され得、チャットリクエストが図２０および２
１に関して示され述べられたテレビ画面に現れると、チャットグループに参加する機会を
与えられ得る。チャットグループへの参加を決めた他のユーザのグループは、チャットリ
クエストを受け取った者か、または以前にチャットグループへ参加する要求を示した者で
あり得る。
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【０１１５】
　ユーザおよび他のユーザとのチャットグループを確立する例示的なプロセスを図２３に
示す。工程４３０において、ユーザテレビ機器で実現されるセットトップボックスアプリ
ケーションは、他のユーザとのチャットグループを確立する要求を示す、または既存のチ
ャットグループへ参加する要求を示す機会をユーザに提供する。図１４のテレビ表示画面
２８０にあるオプション２８６は、セットトップボックスアプリケーションが新しいチャ
ットグループの作成要求を示す機会をユーザに提供し得る様態の一例である。図１３のユ
ーザインターフェース領域２７４は、セットトップボックスアプリケーションが、既存の
チャットグループまたは形成されようとするチャットグループへ参加する要求を示す機会
をユーザに提供し得る様態の一例である。工程４３０に続いて、例えば、図１３のオプシ
ョン２７６を選択することにより、または図１４のオプション２８６を選択することによ
り、ユーザは、チャットグループの確立する要求、もしくは既存のチャットグループまた
は形成されようとするチャットグループへ参加する要求を示す。ユーザはまた、チャット
グループの名前のようなチャット設定情報を入力できる。
【０１１６】
　工程４３４において、チャットシステムは、ユーザおよび参加を決めた他のユーザを参
加させるチャットグループを確立する。チャットグループは、例えばチャットサーバで作
成される新しいチャットグループで有り得、ユーザはその新しいチャットグループに参加
することができる。チャットグループはまた、ユーザが参加している既存のチャットグル
ープであってもよい。
【０１１７】
　新しいチャットグループの場合、新しいチャットグループは、チャットサーバで、もし
くは音声ブリッジまたは映像ブリッジのような他の適切な機器を用いて作成される。次い
でユーザはそのチャットグループに参加する。参加を決めた他のユーザはまた、一旦新し
いチャットグループが作成されると、その新しいチャットグループに参加する。次いです
べてのユーザが、チャットグループの他の参加者からのリアルタイム通信を送受信できる
。工程４３４は、チャット機器（例えばサーバもしくは音声ブリッジまたは映像ブリッジ
）、ユーザテレビ機器にあるセットトップボックスアプリケーション、または両方の組合
せによって行われ得る。
【０１１８】
　ユーザは次いで、テレビ配信設備から、テレビチャンネルチャット設備から、またはセ
ットトップボックスアプリケーションを通じてチャット機器（例えばサーバ）から直接、
テレビ番組またはチャンネルに関連する現在利用可能なチャットグループのリストにアク
セスできる。チャットシステムは、図１８Ａおよび２３に関連して記載されたプロセスの
ようなプロセスを通じて選択された単数または複数のチャットグループにユーザを参加さ
せ得る。
【０１１９】
　チャットリクエストに応答してユーザをチャットグループに参加させるための例示的な
プロセスを図２４に示す。工程４４０において、ユーザのテレビ機器のセットトップボッ
クスアプリケーションは、ユーザをチャットグループに参加するように誘うチャットリク
エストを表示する。工程４４２において、セットトップボックスアプリケーションは、チ
ャットグループへ参加する要求を示す機会をユーザに提供する。図２０の表示画面３８０
および図２１の表示画面４００は、セットトップボックスが、チャットリクエストを表示
し、チャットリクエストに応答してチャットグループに参加する機会をユーザに提供し得
る様態の例である。
【０１２０】
　工程４４２に続いて、ユーザがチャットリクエストにリンクされたチャットグループへ
の参加を決める場合、チャットシステムは工程４４６でそのチャットグループにユーザを
参加させる。例えば、チャットグループがチャットサーバで実行中の場合、ユーザはその
サーバでチャットグループにリンクされる。チャットグループが電話会議機器またはテレ
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そのグループに接続することによって、ユーザはチャットグループとリンクする。ユーザ
をチャットグループに接続するために必要なチャットグループ情報は、チャットリクエス
トとともにチャット機器に提供され得る。ユーザがチャットグループに参加した後、ユー
ザはチャットグループの他の参加者からのリアルタイム通信を送受信できる。
【０１２１】
　工程４４８において、セットトップボックスアプリケーションは、チャットの主題であ
るテレビ番組に合わせる機会をユーザに提供する。図２１のオプション４０４は、ユーザ
にチャットの主題であるテレビ番組に合わせる機会を提供し得る様態の一例である。ユー
ザがこのオプションを選択すると、セットトップボックスは、チャットの主題であるテレ
ビ番組を放送しているテレビチャンネルに自動的に合わせる。どのチャンネルがチャット
リクエストに関連する番組を放送しているかに関する情報が、チャットリクエストととも
にユーザのセットトップボックスに提供され得る。この機能によりユーザは、チャットグ
ループに参加し、同時にそのチャットの主題であるテレビ番組を視聴できる。工程４４８
はオプションであり、所望であれば省いてもよい。
【０１２２】
　本発明の機能の多くが、双方向表示リモコンとともに用いられ得る。表示リモコンの一
例を図２５に示す。表示リモコン４８０は、任意の適切なタイプの表示画面であり得る表
示画面４８２を含む。ユーザは、チャットルームにおいて、他のユーザへのチャットメッ
セージをボタン４８４を用いて作成し得る。ボタン４８４の任意のボタンを押すと、選択
された文字または数字が、同時に入力領域４８３およびカーソル４９１の隣に現れる。ユ
ーザは、バックスペースボタン４８６を押すことによって、文字または数字を消去するこ
とができ、シフトボタン４８８を押すことによって、大文字を入力できる。ユーザは矢印
ボタン４９８を用いて表示画面４８２の表示領域４８３内のカーソルを移動できる。ユー
ザは、自身を表すために表示画面４８２のニコニコマークのようなアイコンを用いること
ができる。表示リモコンはまた、タッチスクリーンを有し得る。キーのうちいくつかまた
はすべて（例えばアルファベットキー）は、通常のキーを用いるのではなくて、ディスプ
レイ上に提示され得る。
【０１２３】
　表示リモコンは、チャットグループでメッセージを送受信する場合に、さらなるプライ
バシーをユーザにもたらす。表示リモコンはまた、チャットリクエストを送受信するため
に用いられ得る。従って、表示リモコンは、ユーザがメッセージを作成し、送信し、なら
びに受信して、読むことができるという点で双方向リモコンである。例示的な表示リモコ
ンのさらなる機能については、１９９９年６月１１日に出願されたＨｅｒｒｉｎｇｔｏｎ
らの米国仮特許出願第６０／１３８，８６８号に記載され、同出願の全体を本明細書中で
参考として援用する。表示リモコンはまた、ユーザ間でメッセージを送信するために用い
られ得る。例示的なテレビメッセージシステムのさらなる機能については、本出願と同時
出願されたＭｃＫｉｓｓｉｃｋらの米国特許出願第０９／３５６，２４５号（Ａｔｔｏｒ
ｎｅｙ　Ｄｏｃｋｅｔ　Ｎｏ．ＵＶ－１２８）に記載され、同出願の全体を本明細書中で
参考として援用する。
【０１２４】
　上記の記載は、本発明の原理の単なる例示にすぎず、本発明の範囲および意図を逸脱す
ることなく当業者によって様々な改変がなされ得る。
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